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　市の観光親善大使として各種キャンペーンやイベントなどに参加し、市のイメージ
アップに貢献していただける意欲あふれる人を募集します。

　12月13日は「正月事始め」と言われ、新しい年を迎える
ための準備を始めます。丸亀城では、新年に皆さんを気持ち
よく迎えるために、天守閣や大手門のすす払いを行います。

●募集人数　若干名　　　●任　　期　令和6年５月３日㈷から１年間（最長２年）
●応募資格　市内に在住または在勤の満18歳以上（高校生不可）で、任期中の各種行事
　　　　　　に参加できる人。令和6年4月5日㈮の二次審査に出席できる人。
●応募方法　応募用紙に必要事項を記入し、３か月以内に撮影した写真（全身・上半身の
　　　　　　２枚）を同封して申込先に郵送。
●応募用紙の設置場所　市観光協会・産業観光課（市役所3階）
　　　　　　　　　　　　　  ※市観光協会ホームページからもダウンロード可
●申 込 先　〒763-0034 大手町2-4-24大手町ビル2F 市観光協会

★１歳から３歳までのお子さんを紹介！
★申し込みは、広聴広報課 2２４-８８０１へ

第13代 観光親善大使を募集します
市観光協会
285-5852

市観光協会
285-5852

市観光協会 222-0331

（R4.2.28生）

すくすく元気に育ってね♪

土 器 町

く
ん植 松 碧 

うえ     まつ     あお

●日　　時　12月13日㈬ 午前10時～11時
●場　　所　丸亀城天守、大手門

丸亀城正月事始め

　丸亀城大手門広場で、あめ湯の接待と新年初のお笑い
ライブを行います。

●日　　時　令和６年１月１日㈷ 午前10時～正午

丸亀城元旦おもてなし

あめ湯接待

●日　　時　同日 午前11時～11時20分

応募期限   令和6年３月８日㈮ 必着

旅行券10万円分特
典

●期　　間　12月15日㈮～令和6年2月4日㈰ 午後5時～10時 
●場　　所　JR 丸亀駅南口広場 ※初日のみ午後5時半から

　冬の風物詩である駅前のイルミネーションを今年も開催します。
ウィンターイルミネーション2023-2024

12月15日㈮
午後5時半から

点灯式

大木亀丸による新年初笑いライブ

※なくなり次第終了。
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豊かで 暮 ら し や す い ま ち

●COVER　「親子でMIMOCAの日」には、たくさんの家族がアートとふれあいました

特集　病気を抱える子どもと家族、地域を紡ぐ
　　 NPO法人 未来ISSEY 友だち

募集中!LINE
丸亀市公式 防災・災害情報など、

大切なお知らせをいち
早くお届けします。

企画展「須藤玲子：NUNOの布づくり」は12月10日㈰まで



病気を抱える子どもと家族、地域を紡ぐ
NPO法人 未来ＩＳＳＥＹ
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1 病室から「つながロボット」を使って学校行事に参加　2 みらいキューブで講演する吉田代表

　
「
病
気
の
子
ど
も
や
そ
の
家
族

が
、未
来
に
希
望
が
持
て
る
よ
う
な

支
援
を
し
て
い
き
た
い
」そ
う
話
す

の
は
、同
団
体
代
表
の
吉
田
さ
ん
。

　

吉
田
さ
ん
自
身
、次
男
が
小
児
が

ん
を
患
い
県
内
だ
け
で
な
く
県
外

の
病
院
で
も
闘
病
生
活
を
経
験
し

て
い
ま
す
。そ
し
て
、そ
の
時
感
じ

た
の
が
Q
O
L（
生
活
の
質
）の
違

い
。県
外
の
病
院
で
は
、学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
い
て
、闘
病
中
の
子
ど

も
や
き
ょ
う
だ
い
児※

と
遊
ん
で
く

れ
た
り
、勉
強
を
見
て
く
れ
た
り

と
、病
気
を
抱
え
る
子
ど
も
や
そ
の

家
族
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
人
た
ち
の
お
か
げ
で
、子
ど

も
に
笑
顔
が
増
え
、吉
田
さ
ん
自
身

も
同
じ
境
遇
の
母
親
た
ち
と
情
報

や
気
持
ち
を
共
有
す
る
こ
と
も
で

き
た
そ
う
で
す
。

　
「
こ
ん
な
支
援
が
香
川
で
も
あ
れ

ば
」と
、同
じ
よ
う
な
経
験
を
し
た

仲
間
で「
未
来
I
S
S
E
Y
」を
２

０
１
８
年
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

現
在
、長
期
入
院
や
療
養
し
て
い

る
子
ど
も
た
ち
の
学
習
・
学
び
の
体

験
の
場
を
作
っ
て
い
く
活
動
を
は

じ
め
、交
流
支
援
ロ
ボ
ッ
ト（
通
称

つ
な
が
ロ
ボ
ッ
ト
）の
無
償
貸
し
出

し
や
心
の
サ
ポ
ー
ト
、進
学
・
就
職

等
自
立
支
援
、当
事
者
の
現
状
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
映
像
や
絵

本
の
作
成
、広
報
・
講
演
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
５
月
に
は
、資
金
の
一
部
を

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
募

り
、病
気
の
子
ど
も
や
そ
の
家
族
の

拠
り
所
と
し
て「
み
ら
い
キ
ュ
ー

ブ
」を
市
内
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。

　
「
わ
が
子
の
突
然
の
変
化
に
心
が

つ
い
て
い
け
ず
、悩
ん
で
い
る
両
親

や
、そ
ん
な
両
親
の
様
子
を
見
て
我

慢
し
て
生
活
し
て
い
る
き
ょ
う
だ
い

児
も
、こ
こ
に
来
て
前
向
き
な
気
持

ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
。一
人
で
悩
ま

ず
、身
近
に
頼
れ
る
存
在
が
い
る
こ

と
を
知
っ
て
ほ
し
い
」と
吉
田
さ
ん
。

　

こ
こ
で
は
、誰
で
も
立
ち
寄
れ
る

「
カ
フ
ェ
な
ち
ゅ
」が
あ
り
、心
身
や

仕
事
の
悩
み
を
相
談
し
た
り
、当
事

者
同
士
で
交
流
し
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、長
期
入
院
で
学
習
が
遅
れ

た
子
ど
も（
主
に
15
歳
〜
18
歳
）や
、

看
病
で
長
い
間
仕
事
を
休
ん
で
い

た
母
親
が
、新
し
い
ス
キ
ル
を
身
に

付
け
て
社
会
で
活
躍
で
き
る
よ
う

に「
マ
イ
ス
タ
ー
ス
ク
ー
ル
」を
開

活
動
の
き
っ
か
け
と
主
な
活
動

当
事
者
同
士
で
交
流
で
き
る
場

「
み
ら
い
キ
ュ
ー
ブ
」を
新
設

吉田 ゆかりさん

特定非営利法人 未来 ISSEY
代表理事

みらいキューブ　葭町17

講
し
、社
会
的
自
立
も
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。10
月
に
は
、ス
ク
ー
ル

卒
業
生
の
ス
キ
ル
と
企
業
と
を

マ
ッ
チ
ン
グ
し
、仕
事
を
受
注
す
る

「
ス
キ
ル
マ
ル
シ
ェ
」も
始
ま
り
ま

し
た
。

県内には、小児がんや心臓病など小児慢性特定疾病を抱える
18歳未満の子どもたちが、約900人います。
小児慢性特定疾病は、治療のため長期入院を
余儀なくされるケースも少なくありません。彼らは家族や
通っていた学校から離れ、病気と向き合っています。

子どもの入院は、家族にも様々な影響を与えます。
看護に追われ社会から孤立していく親たちもいます。

今回、紹介する「NPO法人 未来 ISSEY」は県内の病院と
連携し、病気を抱える子どもとその家族を支援しています。
誰もが未来に希望を持って暮らせる社会をつくるため、
私たちにできることはなにか一緒に考えてみませんか。

イッセイ

2 1

NPO法人 未来ＩＳＳＥＹ

※

病
気
を
抱
え
る
兄
弟
姉
妹
を
持
つ
子利用料金について

詳しくはこちら 35-8115（月～木曜：午前10時~午後4時半）
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未
来
I
S
S
E
Y
の
活
動
に

よ
っ
て
、県
内
で
も
病
気
を
抱
え
る

子
ど
も
や
そ
の
家
族
へ
の
支
援
の

輪
が
少
し
ず
つ
広
が
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　

様
々
な
条
件
が
混
在
す
る
中
で
、

同
団
体
の
ス
タ
ッ
フ
は
、病
院
や
外

部
な
ど
と
連
携
を
取
り
信
頼
関
係

を
築
き
な
が
ら
、そ
の
子
に
合
っ
た

支
援
を
行
っ
て
い
る
た
め
、大
変
さ

を
痛
感
す
る
場
面
も
多
い
そ
う
で

す
。ま
た
、課
題
を
解
決
し
て
い
く

に
は
、地
域
全
体
で
当
事
者
を
支
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
同
団
体
は

感
じ
て
い
ま
す
。

　

病
気
を
抱
え
る
子
ど
も
た
ち
が
、

10
年
後
に
は
社
会
で
活
躍
で
き
る

よ
う
に
、同
団
体
は
、こ
れ
か
ら
も

そ
の
環
境
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

青山 治樹さん
グッドブラザー

　

小
児
慢
性
特
定
疾
病
は
、完
治
ま

で
に
長
い
時
間
が
か
か
り
ま
す
。そ

の
間
、子
ど
も
の
心
の
成
長
に
必
要

な「
年
齢
が
近
い
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」や「
学
習
意
欲
と
学

年
相
応
の
学
習
内
容
」が
欠
け
る
こ

と
は
、復
学
の
壁
と
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、未
来
I
S
S
E
Y
で
は

大
人
サ
ポ
ー
タ
ー
と
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
構
成
す
る「
グ
ッ
ド
ブ
ラ

ザ
ー
事
業
」を
展
開
し
、病
床
で
も

楽
し
め
る
ゲ
ー
ム
や
手
作
り
の
問

題
集
な
ど
で
、子
ど
も
た
ち
の
心
と

学
習
の
ケ
ア
を
し
て
い
ま
す
。

　

吉
田
さ
ん
は
、「
病
気
を
抱
え
入

院
し
な
が
ら
も
、い
か
に
社
会
生
活

を
よ
り
良
く
送
っ
て
い
け
る
の
か
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は『
今
』が

と
て
も
大
切
。自
分
の
未
来
を
信
じ

て
希
望
を
持
て
る
か
ら
こ
そ
、し
ん

ど
い
治
療
も
頑
張
る
こ
と
が
で
き

未
来
の
た
め
の「
今
」を
支
え
る

グ
ッ
ド
ブ
ラ
ザ
ー
事
業

る
。子
ど
も
た
ち
の『
今
』を
支
え
て

い
く
た
め
に
も
、こ
う
い
っ
た
活
動

が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
話

し
ま
す
。

　

活
動
の
対
象
と
し
て
い
る
の
は
、

慢
性
疾
患
な
ど
で
長
期
入
院
し
て

い
る
子
に
限
ら
ず
、自
宅
療
養
し
て

い
る
子
や
き
ょ
う
だ
い
児
な
ど

様
々
で
す
。き
ょ
う
だ
い
児
も
ま
た

家
族
の
大
き
な
変
化
に
対
し
、様
々

な
感
情
や
葛
藤
を
抱
き
、不
安
定
な

状
態
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。自

分
に
寄
り
添
い
支
え
て
く
れ
る
存

在
を
知
れ
ば
、安
心
し
て
日
常
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

現
在
、県
内
の
高
校
生
や
大
学
生

約
80
人
が
研
修
を
受
け
、グ
ッ
ド
ブ

ラ
ザ
ー
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
心

に
寄
り
添
い
な
が
ら
活
躍
し
て
い

ま
す
。

1季節ごとのイベントなどで子どもたちと交流　2当事者の進路・進学相談会に同団体スタッフも同席

3 4 5 みらいキューブで地元の小学生高学年を対象とした「夏休み子ども職場体験」を開催。子どもたちは、自動車整備会社から出たオイル缶
や使わなくなった着物から商品を作るお手伝いをしました。完成した商品は、イベントで販売し、売り上げは活動資金として活用されます。
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　これまで幅広い世代の子どもたちに、オンラインでの遊びや学習支援などを
行ってきました。入院中、いろんな制限や体調にも左右される中で、子どもた
ちにとって学ぶ時間というのは「子どもらしくいられる時間」でもあり、治療
のモチベーションにもつながっているのかなと感じました。
　また、この活動をとおし、病気の子どもやご家族の、一見すると分からない
背景に目を向けて人に関わることの大切さを学びました。これからも、ちょっと
年上のお兄さんとして、私たちだからこそできることを続けていきたいです。上原 美香さん

みらいキューブ利用者

　同じ境遇の親同士が交流できる「みらいキューブ」は、当事者
にとって心強い存在だと思います。私自身、９年前に長男がウィ
リアムズ症候群と診断されたときは、絶望のどん底でした。そん
な中、当事者同士で交流することで、前向きになれました。
　この先、子どもたちには、いろんな世代の人と関わって、たく
さん経験を重ねてほしいです。どんな状況でも自己肯定感を高め
ていける社会になってほしいですね。

未来ISSEYの活動
について詳しくはこちら

病
気
を
抱
え
る
子
ど
も
た
ち
が

社
会
で
活
躍
で
き
る

未
来
の
た
め
に



「みらいチケット」で応援の見える化

1 2

3
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4 5 レモネードを販売して小児がん支援のための寄付活動で支援の輪を広げています　 6 入院中の子どもとその家族に、食品や便利グッズを
届ける「エールバッグ活動」　 7 子どもたちと家族の抱える問題や、同団体が行う支援活動の在り方について講演する吉田代表

1 2 子どもたちが「お皿の絵付け」に挑戦。 スタッフとグッド
ブラザーがその様子を見守ります 
3 四国水族館からお魚クイズ

　

県
内
で
小
児
慢
性
特
定
疾
病
を

抱
え
る
０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
子

ど
も
は
約
９
０
０
人
い
ま
す
が
、ま

だ
ま
だ
支
援
が
行
き
届
い
て
い
な
い

の
が
現
状
で
す
。病
気
を
抱
え
る
子

ど
も
や
そ
の
家
族
の
支
援
は
、地
域

の
課
題
と
も
言
わ
れ
て
い
る
た
め
、

あ
ら
ゆ
る
人
の
協
力
が
必
要
で
す
。

　

ま
ず
は
、当
事
者
の
現
実
を
知
っ

て
理
解
す
る
こ
と
が
支
援
の
輪
を

広
げ
る
第
一
歩
に
な
る
と
思
い
ま

す
。み
ん
な
が
当
事
者
意
識
を
持
っ

て
相
手
に
寄
り
添
い
、で
き
る
こ
と

か
ら
応
援
し
て
い
く
こ
と
が
、「
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
」社
会
の
実
現

に
近
づ
く
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

67
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4

未来I S S EYに寄せられた声
付き添い入院の家族から

病院スタッフから

●付き添い入院は、リラックスできる環境では
ありません。栄養不足などによる体調面やメン
タル面のほか、退院後の生活も不安です。未来
ISSEYさんが子どもの喜ぶゲームなどを企画し
てくれるので、助かっ
ています。（Ａさん）

●付き添って子どもを看てあげられることは親
として安心ですが、治療への心配はもちろんの
こと、自分自身の体調を管理することが本当に
大変。残してきた家族も、生活が大きく変わっ
てしまうので不安です。
　入院後、初めて参加したのが、四国水族館
をリモートで案内してくれるイベントでし
た。外に出かけることが大好きだった子ども
が、久しぶりに目を輝かせてタブレットを見
て、恥ずかしそうにクイズに答えている姿が
印象的でした。未来ISSEYさんには、私自身
も元気をもらっています。（Ｂさん）

　入院中の子どもたちは、病院や病室から出
られないという空間的制約、治療による時間
的・身体的制約など、同世代の子どもたちと
比較してたくさんの制限がある中で生活して
います。そのような中、未来ISSEYさんに
は、子どもたちに楽しみと、つらい治療の中
でも本来の子どもらしさを発揮できる空間や
時間をつくってもらっています。楽しく過ごし

ているわが子を見るご家族にとっても、きっ
と喜びにつながっていると思います。
　また、病院以外の人と交流を持つことで、
子どもたちの成長発達にも良い影響を与えて
くれています。今後、未来ISSEYさんとコラボ
レーションして、クリスマス会や夏祭りなどの
イベントで、子どもたちを喜ばせたいです。

カフェなちゅ（みらいキューブ内）
月～木曜：午前10時~午後4時半

　「みらいチケット」を購入し、みらいキューブを利用する人を応援するこ
とができます。利用者は寄付されたチケットを使えば、子どもは無料、大
人（18歳以上）は300円でみらいキューブを利用できるので、ぜひ気軽に
お立ち寄りください。チケットに
は、利用者への温かい応援メッ
セージが書かれています。

みらいキューブ入口に掲示されているみらいチケット



年齢層 職員数（959人）

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬などが含まれています。

●人件費の状況（普通会計決算）

区　分 人件費率住民基本台帳人口
（令和4年3月31日現在）

B
A（　）

職員の給与状況2

職員数の状況1

丸亀市職員の
　　    給与などの状況

　市職員の給与は、人事院勧告や他の地方自治体との均衡を考慮
して、条例で定められています。ここでいう給与には、基本給であ
る給料のほかに期末・勤勉手当、扶養手当、住居手当、通勤手当な
どがあります。

（注）再任用職員などを除く

（各年4.1現在） （R5.4.1現在）●部門別職員数の状況 ●職員の採用状況
区　　分 職　　種 採用者数 前年度退職者数（参考）
部　　門 令和4年 令和5年 増　減　数

職　　　員　　　数

※その他：国保事業、介護保険事業など

（R5.4.1現在）●年齢層別職員数の状況

56歳以上
52歳～55歳
48歳～51歳
44歳～47歳
40歳～43歳
36歳～39歳
32歳～35歳
28歳～31歳
24歳～27歳
20歳～23歳
20歳未満

108人

118人

128人

102人

60人

87人

112人

93人

98人

48人

5人

（R5.4.1現在）

部　　長部　　長
課　　長主　　査 課 　 長

副 課 長
副 課 長
担 当 長
副 主 幹

副 主 任主　　事
技　　師 主　　任

区　分

職 員 数

構 成 比

標準的な
業務内容

1　級 2　級 3　級 4　級 5　級 6　級 7　級 8　級

計

●級別職員数の状況

136人

14.2％

179人

18.7％

138人

14.4％

226人

23.6％

169人

17.6％

81人

8.4％

28人

2.9％

2人

0.2％

959人

100％

（注）内訳の職種は代表的なものであり、全職種ではありません。
　　  期末・勤勉手当は含まれていません。

（注）100円未満を端数処理（四捨五入）した値です。

41.6歳

42.9歳

48.3歳

37万1726円

38万8880円

36万2525円

30万7014円

31万6088円

32万4360円

●職員の平均給料・給与月額および平均年齢の状況●経験年数・学歴別平均給料月額 （R5.4.1現在）（R5.4.1現在）

区　分区　分

一　般
行政職

一　般
行政職

技　能
労務職

技　能
労務職

平均給与月額平均給料月額経験年数
10年以上～
　15年未満

経験年数
15年以上～
　20年未満

経験年数
20年以上～
　25年未満

平均年齢

全 職 員
大学卒

高校卒

高校卒

26万7800円

24万  800円

22万9000円

31万  900円

26万1100円

26万6800円

37万  100円

34万8200円

―

門

部

政

行

般

一

門
　
　
部

政
行
別
特

普通会計　計

合　　　計

門
部
計
会

業
企
営
公

議　　会
総　　務
税　　務
民　　生
衛　　生
労　　働
農林水産
商　　工
土　　木
小　計
教　　育
消　　防
小　計
 

水　　道
下 水 道
モーターボート
その他※

小　計

7人
134人
34人
231人
83人
0人
26人
12人
56人
583人
144人
120人
264人
847人
31人
13人
25人
43人
112人
959人

7人
136人
33人
230人
82人
0人
23人
12人
56人
579人
144人
119人
263人
842人
31人
13人
25人
44人
113人
955人

0人
△ 2人
1人
1人
1人
０人
3人
0人
0人
4人
0人
1人
1人
5人
0人
0人
0人

△ 1人
△ 1人
4人

人
人
人
人
人
人

16
2
1
1
2
7

人
人
人
人
人
人

14
0
2
0
2
7

人1 人2

行政事務
土木
保健師
社会福祉士
消防
保育士・幼稚園教諭
調理

R4年度 111,912人 607億9357万円 14.1％85億7527万円

職員課 24-88022

普通会計とは：公営事業会計以外の会計
を総合して一つの会計としてまとめたもの
で、本市では一般会計のみとなっています。

（R5.4.1現在）

区　分

■

■

期末・勤勉手当（R5年度支給割合）

6月期

12月期

計

期末手当 勤勉手当

●職員手当の状況

1.0月分

1.0月分

2.0月分

1.2月分

1.2月分

2.4月分

区　分

退職手当

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

自己都合 勧奨・定年

24.586875月分

33.27075月分

47.709月分

47.709月分

19.6695月分

28.0395月分

39.7575月分

47.709月分

（注）人事院勧告などにより、今後変更する場合があります。

９7万3000円

７6万7000円

６9万3000円

64万2000円

５８万9０００円

５１万5０００円

４6万円

区　分

酬
　
報

料
　
給

月　額

市　　　長

副　市　長

教　育　長

議　　　長

副　議　長

議　　　員

期末手当（R5年度支給割合）

●特別職の報酬などの状況

6月期…1.65月分
12月期…1.65月分

3.3月分

6月期…1.65月分
12月期…1.65月分

3.3月分

モーターボート
競走事業管理者

（注）期末・勤勉手当は国に準じて職制上の段階職務の級などによる加
算措置をしています。勤勉手当の支給割合は、標準のものです。
人事院勧告などにより、今後変更の場合があります。

　　令和4年度の退職手当の一人当たり平均支給額は1460万円です。

（注）職員手当には、退職手当は含まれていません。

区　分
給　　　　与　　　　費

給　　料
職員数

一人当たり
給与費
（B/A）

●職員給与費の状況（普通会計決算）

職員手当

期末・勤勉手当R4年度 847人

30億2330万円

558万円

5億6015万円

47億2415万円11億4070万円

一般行政職

●職員の初任給の状況

区分

（R5.4.1現在）

初任給

市
19万1700円

15万8900円

大学卒

高校卒

国
18万5200円

15万4600円

大学卒

高校卒

広報まるがめ 2023.12 広報まるがめ 2023.12 89
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ボランティア活動の場をもっと広げていきたい

　村上学園からは、中井さんと岡さんの2人が入部しています。これまでクリ
ントピア丸亀で開催のエコ丸体験ツアーや、アイレックスで開催のふくしフェ
スティバルの手伝いなどのボランティアに参加。学校内でも活動の場を広げ
ており、先日は生徒会と共同でオープンスクールの手伝いをしたそうです。2
人は「今後は活動の場をもっと広げていきたい」「将来は人の役に立つ仕事が
したい」と活動をとおして見えてきた将来への思いを語ってくれました。

●問い合わせ　市社会福祉協議会  2２2-4976

6月に発足! まるがめ高校生
ボランティア部にinterview④

村上学園2年
中井 理加さん　岡 希さん

　市役所の業務は、年末は12月28日㈭まで、年始は1月4日㈭からです。
ただし、出生・死亡・婚姻など戸籍の届出は、市役所・各市民総合センター
の守衛室で受け付けます。

クリーン課 258-7453

年末年始の業務あなたの家は大丈夫？
年末年始の空き巣狙いにご用心

施　設　名 年末12月 年始1月 施　設　名 年末12月 年始1月
市役所

ひまわりセンター
綾歌保健福祉センター

生涯学習センター
児童館

東小川児童センター

飯山総合学習センター

飯山総合保健福祉センター

本島・広島市民センター
綾歌・飯山市民総合センター

28日㈭まで 4日㈭から

27日㈬まで 5日㈮から

27日㈬まで 4日㈭から

28日㈭まで 4日㈭から
28日㈭まで 5日㈮から
24日㈰まで 1日㈷から
28日㈭まで 4日㈭から
30日㈯まで 2日㈷から湯舟道 ※3日㈬は休館

※入浴施設・歩行プールは
　12月27日㈬まで、1月5日㈮から

アイレックス

※飯山図書館は1月5日㈮から
※マルタスは年中無休。
※グルーン・モーヴィまるがめは営業（モーヴィは予約制）。

エコ丸工房
資料館

中央・綾歌・飯山図書館
レクザムボールパーク丸亀

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

土器川体育センター
市民体育館
飯山総合運動公園

年末年始のごみ収集・し尿くみ取り業務

市役所 223-2111（代表）

照明改修工事のため、12月1日～
令和6年2月末まで休館

収 集 地 区

月・木コース地区

火・金コース地区

本島・広島地区

１２月最終 1月最初

燃えるごみの収集 クリーンセンター丸亀（川西町南）への持ち込み
258-7453

クリントピア丸亀(土器町北)への持ち込み
256-1144

ごみの種類
可燃･不燃ごみ可燃･不燃ごみ
粗大ごみ粗大ごみ

年末年始

午後1時～4時

※締切日までにお申し込みの人は、12月28日㈭までのくみ取
りとなります。締切日を過ぎてお申し込みの人は、令和6年
1月4日㈭以降のくみ取りとなります。申込日にはご注意く
ださい。

※資源ごみは透明・半透明の袋で持ち込みできます。廃家電
　4品目以外で持ち込みできる使用済み小型家電について
　は、ごみ収集カレンダーを見るか、クリーン課までお問い
　合わせください。

※可燃・不燃ごみを分別し、指定ごみ袋に入れていれば無料で引
き取ります。指定ごみ袋を使用していない場合は、10㎏あたり
100円必要です。なお、分別できていない場合は、持ち帰ってい
ただくこともあります。車には、奥から粗大・不燃・可燃ごみの
順に積み込んでください。
※2tトラック以上の車両で持ち込む場合は、搬入許可書が必要で
す。持込当日にクリーン課(258-7453)で取得してください。

　年内にくみ取りを希望する人は、12月20日㈬
までにお申し込みください。

　年内に収集を希望する人は、12月20日㈬まで
にお申し込みください。 持込時間

28日㈭ 4日㈭
29日㈮ 5日㈮
27日㈬ 4日㈭

ごみの種類 年末年始 持込時間
資源ごみ

使用済み小型家電
午前9時～正午
午後1時～4時

28日12月 まで㈭
4日1月 から㈭

28日12月 まで㈭
4日1月 から㈭

粗大ごみ収集の受け付け 専用電話258-7455

し尿くみ取りの受け付け 258-7453

　空き巣狙いの多くは、2～5分以内に侵入し、5～15分で室内を物色し逃走します。被害を防ぐためには、犯行
に及ばせない防備と犯行に時間をかけさせる手だてが必要です。わが家の空き巣狙い防止策に盲点がないか、
チェックしてみましょう。 

　年末年始は、人や自動車の動きが慌ただしくなり交通量が増えるため、重大事故の多発が懸念されます。いつも
の道と油断せずに、安全確認を確実にして、交通事故に注意しましょう。

危機管理課 225-4006
丸亀・善通寺・多度津地区防犯協会 221-4110

帰宅が夜になるとき明かりをつけて出かけますか？

わが家の空き巣狙い防止策をチェック!
戸・ドアや窓には鍵を2つ以上付けていますか？ 留守をするとき置き鍵をしていませんか？

家の周りに自転車などを置いていませんか？

ゴミ出しのとき、戸締りをしていますか？

　泥棒の約7割は開錠に5分以上かか
ると侵入をあきらめ、10分以上だと
ほぼ全員が退散します。主錠だけで
はなく、補助錠も取り付けましょう。

　郵便受けの中や植木鉢の下は合鍵の隠し場所とし
て、泥棒とっては常識中の常識。置き鍵をする場合
は、家族にしか分からない場所に隠しましょう。

　泥棒は身近にある物を足場にして上階の窓からも
侵入します。自転車、ポリバケツ、物入れなども家
の周辺に置かないようにしましょう。

　夜、室内に明かりがつ
いていない家は留守宅の
しるし。昼にカーテンを
閉めている家や長期不在
で新聞がたまっている家
も危険です。

　ゴミ出しなどのちょっとした時間でも油断せずに
必ず施錠しましょう。浴室やトイレの窓などは施錠
を忘れがちです。

●期間 12月8日㈮～15日㈮ 
●場所 市役所1階エントランスホール 防犯ポスター展 丸亀市・善通寺市・多度津町の小中学生が

描いた入賞作品を展示します。

12月10日～令和6年1月10日は交通安全県民運動 
年末年始、交通事故に注意しましょう 市交通対策協議会

（危機管理課内 ） 225-4006

再確認しましょう!
ドライバーや自転車利用者は早めにライトを点灯しましょう。
自転車は車のなかま。ルールを守って安全運転しましょう。
自転車に乗るときは、頭部を守るためヘルメットを着用しましょう。
夕暮れ時や夜間外出時は、明るく目立つ服装で反射材を着用しましょう。
飲酒運転は犯罪です。絶対にやめましょう。

●期間 12月9日㈯～
令和6年1月10日㈬ 

●場所 ゆめタウン丸亀2階
緑のエスカレーター南側 

交通安全ポスター展
市内小中学生が描いた作品を展示します。

特選作品

岡田 拓也さん(城坤小6年)髙畑 六花さん(城東小4年) 田邊 創将さん(垂水小5年) 石川 咲さん(東中2年)
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健康課  224-8806

●対 象 者 35～74歳の丸亀市国民健康保険加入者（受診日時点）
●日　　時 令和6年1月13日㈯午前9時～11時
●場　　所 ひまわりセンター
●検査内容 身体計測、血圧測定、尿検査、診察
　　　　　 血液検査（肝機能・腎機能・脂質・血糖・貧血）、心電図検査
　　　　　   ※医師の判断で必要と認められた人のみ眼底検査
●料　　金 800円 ※市が発行する受診券が必要です。

特定健診（集団健診）はお早めに
　市の受診券をお持ちいただくと、1万円相当の健診が800円で受けることが
できます。生活習慣を見直すためにも、この機会に健診を受けましょう。健診を
受けるには事前予約が必要です。早めの予約をお願いします。

月～金曜 午前８時半～午後５時15分（祝日を除く）

予約専用ダイヤル ２３-３７１０
●インターネットからでも予約できます。
丸亀市 けんしん予約 検索 または

みんなで受診
けんしん予約

　ｅｎＯ ｎＩ ｌｌＡ
ＡＩＴＥＬ

2

見 本

がん検診などは受診しましたか
　市が実施しているがん検診には、市内指定実施医療機関で受診するものと、ひまわりセンターなどでの集団検診があ
ります。このうち、医療機関では12月末（診療時間内）まで、集団検診では令和６年1月（実施日）まで受診できます。まだ
受診していない人は早めに受診しましょう。詳しくは、5月下旬に送付済みの受診券をご確認ください。

●対　　象
40歳以上
40歳以上
40歳以上

【胃 が ん 検 診】
【大 腸 が ん 検 診】
【肺 が ん 検 診】

40歳以上で過去に受診したことがない人
40歳以上の男性
20歳以上の女性で2年に1回
40歳以上の女性で2年に1回・35歳の女性 

【肝炎ウイルス検診】
【前立腺がん検診】
【子宮頸がん検診】
【乳 が ん 検 診】

特定健診、がん検診など各種健診（検診）の受診券は、再発行できます。
受診券の再発行が必要な場合は、事前に健康課224-8806までお問い合わせください。

市内指定実施医療機関でのがん検診 保健福祉センターなどでの集団がん検診

検診内容 胃がん・子宮頸がん・乳がん・大腸がん・
前立腺がん・肝炎ウイルス検診

肺がん・胃がん・子宮頸がん・乳がん検診

実施期限

予約先

12月末（診療時間内） 令和６年1月（実施日）

※医療機関一覧表は受診券同封チラシを
ご確認ください。

予約専用ダイヤル 223-3710
（祝日を除く月～金曜午前8時半～午後5時15分）
またはインターネット予約

市内指定実施医療機関へ直接予約

保険課  224-8842
香川県後期高齢者医療広域連合  2087-811-1866健口のために  歯科健診

　高齢などにより、口の機能が衰える状態のことです。食事中にむせる、食べこぼしが
増える、柔らかいものばかり食べている、滑舌が悪くなる、口が乾いていて口臭があ
るなどの変化が見られたら要注意です。
　歯科健診では、歯の本数や状態、歯周病のチェックに加えて、食べ物をかむ力や飲
み込む機能、舌や唇で食べ物を取り込む機能の低下なども調べます。

4月1日時点で75・80歳の人に、後期高齢者の歯科健診の受診券を6月末に送付しています。
受診期限は令和6年2月29日㈭です。※治療代は有料。健診実施機関に、直接予約してください。

「オーラルフレイル」を知っていますか？

けん こう

ラスト
チャンス！

市 長 だ よ り vol.28

市 

長
松
永
　
恭
二

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
ま
し
ょ
う

　

皆
さ
ん
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
と
い
う
言
葉
を
聞
い

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
と
は
、
駿
河
湾
か
ら
日
向
灘
沖
ま

で
の
海
底
で
発
生
す
る
巨
大
地
震
で
、
今
後
30
年
以
内

に
高
い
確
率
で
起
き
、
市
内
で
も
大
き
な
被
害
が
生
じ

る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
市
庁
舎
に
お
き
ま
し
て
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の

発
災
直
後
を
想
定
し
た
地
震
対
処
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。
職
員
は
も
と
よ
り
、
警
察
や
自
衛
隊
、
自
主
防
災
会
、

消
防
団
に
加
え
、
医
療
関
係
者
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
実

際
に
起
こ
り
得
る
状
況
を
想
定
し
た
訓
練
を
行
い
、
非
常
に

効
果
的
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、常
日
頃
か
ら
、防
災
マ
ッ

プ
を
見
て
自
宅
付
近
の
危
険
箇
所
や
避
難
所
の
確
認
や
、
地

域
の
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
食
料
な
ど
の
備
蓄
、
家
具
を
固

定
す
る
な
ど
事
前
の
備
え
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
い
ざ
災
害
が
起
こ
っ
た
時
に
は
、
自
分
の
命
を
守
る
こ
と
を

第一に
考
え
る
と
と
も
に
、
周
り
の
方
と
も
助
け
合
う
こ
と
で
、

地
域
の
防
災
の
取
り
組
み
に
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

私
と
し
ま
し
て
は
、
今
後
も
住
民
や
関
係
団
体
の
皆
様
と

と
も
に
、
災
害
に
強
い
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
を

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
何
卒
ご
支
援
・
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

クリスマス

23
　日常で使える手話をご紹介します。皆さんも簡単な
手話から覚えてみませんか？

福祉課  224-8805

①指を閉じて、両手を上にあげる
②両手でモミの木を描く

YouTubeで手話動画を公開しています。
「クリスマスプレゼントが楽しみです」

（協力：中讃聴覚障害者協会）

詳しくは
こちら

　認知症は、加齢など様々な要因により、誰にでも起
こり得る症状の一つです。認知症について理解し、認
知症の人とその家族を温かく見守る応援者である「認
知症サポーター」となり、自分自身や身近な人が認知
症になったときに支え合えるよう、正しい知識を備え
ておきましょう。

　善通寺市・琴平町の地域おこし協力隊と地域住民との協働の事例をとおして、まちづくりにおけ
る協働の有効性や、協働を効果的に推進するために必要なことを考えます。市民・地域・行政が協力
して進める持続可能なまちづくりのために、今、私たちができることを一緒に考えませんか。

認知症サポーター養成講座
参加者募集

●日時　12月15日㈮ 午後1時半～3時
●場所　綾歌市民総合センター1階多目的室
●対象　市内在住の高校生以上の人
●内容　認知症についての基本、
　　　　認知症の人への見守り方・接し方
●定員　20人（先着順）
●申し込み　12月13日㈬までに
　　　　　　地域包括支援センター224-8933

●日時　12月22日㈮ 午後1時半～3時半
●場所　マルタス多目的ホール1・2
●定員　130人（申込順）

●申込方法　12月15日㈮までに電話またはメールで生涯学習課まで
●申込先　同課 235-7628
　　　　　メール shogai-k@city.marugame.lg.jp

参加無料

参加無料

瀬戸内中讃定住自立圏 協働のまちづくりセミナー
地域おこし協力隊がまちを変える 協働のまちづくりへの期待

詳しくは
こちら
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西

東

南 北

　これまで、「丸亀城南西部石垣の基礎構造」
として、石垣の最下段の「根石」や、その下に
敷かれていた「胴木」、そして斜面を階段状に
削った「段切り」などをご紹介してきました。
これらの構造は、石垣が完成すると地中深くに
隠れてしまうので、おそらく江戸時代に築かれ
てから今回の復旧事業でその存在が明らかとな
るまで、誰も見ることすらできず、築造当初の
姿のまま現代に至ったと考えられます。一方で
地上部に見えている石垣はどうでしょうか？
　300 年以上にわたりその姿を保ってきた石垣
ですが、築造当初から全くその姿が変わってい
ないかといえばそうではなく、江戸時代の中で
も修理が行われたり、新たに築い
たりすることでその姿が変わって
いきます。
　次号からは丸亀城南西部石垣の
変遷をたどってみたいと思います。
まずは、山﨑氏による丸亀城再築
時の姿が描かれた「正保城絵図」
をじっくりと見てみましょう。

粘土で家紋キーホルダーをつくろう！

（10月31日現在）

ご支援
ありがとうございます
ご支援

ありがとうございます
寄附金・募金の状況は
左記のとおりです。

総額 5億3309万1178円

あ
の

も
う
一
度

し
い

を

石
垣

美

59

　

市
は
、東
京
海
上
日
動

火
災
保
険
と
防
災
・
減
災

対
策
や
地
域
経
済
の
活
性

化
な
ど
に
関
す
る
包
括
連

携
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。同
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知

見
を
生
か
し
、介
護
事
業

者
向
け
B
C
P（
事
業
継

続
計
画
）策
定
支
援
な
ど

に
取
り
組
む
予
定
で
す
。市

長
は
、「
地
域
の
課
題
を
行

政
だ
け
で
解
決
す
る
の
は

困
難
。貴
社
と
の
協
定
締

結
は
大
変
心
強
い
」と
話
し

ま
し
た
。

地
域
活
性
化
に
向
け
て

高
松
信
用
金
庫
と
包
括
連
携
協
定
締
結

い
ろ
は
石
ウ
オ
ー
ク
で
秋
を
満
喫

防
災・減
災
な
ど
の
対
策
推
進
へ

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
と
協
定
締
結

／1010

／2910 ／1310

／1110

Town album

◆｢がんばれ！丸亀城応援募金｣募金箱 …13,711,163円
◆｢がんばれ 丸亀城支援金｣（専用口座振込）…766件  …68,408,423円

丸亀市ふるさと納税
◆｢丸亀城を守り後世に残す事業｣ 
◆｢日本一の高さを誇る丸亀城石垣を 修復する事業」…221,880,783円 
◆企業･団体･個人などからの寄附金（10月1日～10月31日)
【企業】・ギボシキッチン…10,000円
【団体】・大手前丸亀中学・高等学校…166,000円
【個人】・ふるさと納税は除く…１件 …5,000,000円  (敬称略･順不同)

丸亀城南西部石垣の変遷
特
殊
詐
欺
未
然
防
止
の

コ
ン
ビ
ニ
店
員
に
感
謝
状

　

高
松
信
用
金
庫
と
、
丸
亀

市
・
善
通
寺
市
・
多
度
津

町
の
３
つ
の
市
と
町
そ
れ
ぞ

れ
が
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現

や
若
者
の
定
住
な
ど
地
域
活

性
化
に
向
け
た
包
括
連
携
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。今
後
、

事
業
者
向
け
の
脱
炭
素
経
営

の
支
援
な
ど
に
取
り
組
む
予

定
で
す
。
高
松
信
用
金
庫
の

大
橋
和
夫
理
事
長
は
「
そ
れ

ぞ
れ
の
市
や
町
と
手
を
組
み

合
い
な
が
ら
、
様
々
な
課
題

の
解
決
に
力
を
尽
く
し
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
さ
ぬ
き
広
島
特
産
の「
青

木
石
」に
格
言
を
刻
ん
だ
石

碑
を
巡
る
イ
ベ
ン
ト
、「
い
ろ

は
石
ウ
オ
ー
ク
」を
４
年
ぶ

り
に
開
催
し
ま
し
た
。１
７

０
人
ほ
ど
の
参
加
者
が
、色

づ
き
始
め
た
紅
葉
や
瀬
戸

の
美
し
い
景
色
を
思
い
思

い
の
ペ
ー
ス
で
楽
し
み
な
が

ら
、心
地
良
い
汗
を
流
し
ま

し
た
。同
日
開
催
し
た「
島

の
美
術
館
＆
音
楽
会
」で

は
、島
の
人
た
ち
や
有
志
に

よ
る
作
品
展
示
や
演
奏
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

特
殊
詐
欺
被
害
を
未
然
に

防
止
し
た
と
し
て
、同
店
の
田

中
恵
理
さ
ん
に
丸
亀
・
善
通

寺
・
多
度
津
地
区
防
犯
協
会

と
丸
亀
警
察
署
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。田
中
さ
ん

は
、被
害
者
の
高
齢
女
性
が
高

額
の
電
子
マ
ネ
ー
を
購
入
し

よ
う
と
し
た
こ
と
を
不
審
に

思
い
、購
入
理
由
を
尋
ね
て
詐

欺
と
判
断
。1
1
0
番
通
報

に
つ
な
げ
ま
し
た
。「
特
殊
詐

欺
を
想
定
し
た
日
頃
の
対
応

訓
練
が
役
に
立
っ
た
」と
田
中

さ
ん
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

正保城絵図（国立公文書館蔵）

正保城絵図（拡大）

セブンイレブン丸亀郡家店　店員　田中恵理さん（右から2番目）高松信用金庫理事長　大橋和夫さん（右から2番目）

東京海上日動火災保険株式会社　高松支店長 高橋 淳さん
あつし

  文化課市民会館開館準備室  35-8708新市民会館建設工事の
進 状況 2

11月時点　現場状況（市役所から撮影）

市ホームページ

●日　時
●場　所
●対　象
●定　員
●料　金
●申込先

12 月 23日㈯　①午前9時半～10時半 ②午前 11時～正午
マルタス２階ＲＯＯＭ2
市内の小学生～大人 ※小学生は保護者同伴
各 15人（先着順）
１人 100円
市文化財観光案内会事務局（文化財保存活用課内） 22-6278

　新市民会館の建築工事は、順調に進んでいます。現在
は掘削工事が完了し、地下構造の基礎部分の形が見える
ようになってきました。敷地中心部辺りの一段深い部分
は「奈落」と呼ばれ、大ホールの舞台真下のスペースに
なります。バレエやオペラなどの催事でオーケストラが
演奏を行う「オーケストラピット」もこの位置です。
　今後、新市民会館の建築工事進捗状況を市ホームペー
ジでも随時掲載していきますので、ぜひご覧ください。
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　マンホールの蓋は、形が「丸」い、どんな角度でも穴に「落
ちない」、表面に凹凸があって「滑らない」ことから、受験生
に縁起がいいとされています。そこで、市では受験シーズンを
前にマンホールカードお守り作成キットを配布します。

　ドイツでの年越しの過ごし方やドイツの縁起物
について、ドイツ人ゲストと一緒に楽しく学びま
しょう！後半は、姉妹都市ヴィリッヒ市の紹介を
します。

　福祉・医療・教育など様々な分野の課題を、文化芸術が横串となってつなげながら解決に導くためのアプローチ
を考える講座です。文化芸術が個人や社会に与える効果を学び、共に考えます。地域と社会をより良くしていくこ
とに興味のある人は、ぜひご参加ください。

●日時 12月16日㈯ 午前９時～午後１時
　　　※予備日は17日㈰
●場所   レクザムボールパーク丸亀
●対象   県内の野球部に所属する高校1・2年生
●種目   遠投、ベース１周走、ロングティー、

　チーム対抗リレー

●問い合わせ   市スポーツ協会 235-8200

　レクザムボールパーク丸亀の歴史に名を遺すのは…。栄誉をかけた高校球児の戦いが今始まる!
　観覧は無料です。遠投やリレーなどで記録に挑戦する選手たちに、声援をお願いします。

のこ

令和５年度丸亀市女子サッカー推進事業
第8回こどもサッカー教室
　年中さんから参加できるサッカー教室です。楽しい
ボール遊びや簡単なゲームを行います。男の子も女の子
も一緒に楽しみましょう！

12月16日㈯

法
方
込
申

員
定
象
対 キッズ

(年中・年長)

所
場 Jフット丸亀（蓬莱町）

小学4～6年生小学1～3年生

準
備
物

20人(男・女） 各24人(女子児童のみ）

動きやすい服装、シューズ(スパイク不可）、着替え、
タオル、飲み物 ※ボールは用意しています。 

申込状況など詳しくは、
Jフット丸亀 2090-3182-3315
(正午～午後8時受付）※先着順
メール mail@j-fut.com  　21-8788
※すでに定員に達している場合は、
　ご了承ください。

参加無料

香川ファイブ
アローズ

山口パッツ
ファイブ

　2市3町在住者を先着でホームタウンDAYに無
料招待！10日のハーフタイムには、藤井学園の
学生たちがパフォーマンスを披露します。そのほ
かにも、豪華賞品があたる仮装大会や野外バス
ケットボールエリアなど大人も子どもも楽しめる
イベントが満載です。詳しくは、市ホームページ
をご覧ください。

●日時 12月９日㈯午後6時 試合開始
　　　 12月10日㈰午後2時試合開始
●場所 市民体育館(金倉町） 市ホームページ

瀬戸内中讃定住自立圏
ホームタウンDAY

●配布期間
　①12月16日㈯・17日㈰  午前10時～午後3時
　②12月18日㈪～22日㈮  午前8時半～午後5時15分

●定員 
　１人につき１枚（先着700人、なくなり次第終了）
※デザインは青とピンクの2種類
　から選べます（先着順）。
※配布時に簡単なアンケートに
　ご協力ください。
※電話での取り置き予約や、
　郵送での対応はできません。

●定員 20人 ※全４回ですが、各回の参加も可能です。
●申込方法 右記の応募フォームから申し込み、または文化課市民会館開館準備室235-8708　

無 料

●日時 令和6年1月20日㈯午後２時～3時半
●場所 生涯学習センター４階 講義室１
●定員 20人（先着順・要予約）
　※定員になり次第、受付終了。
●料金 協会会員300円、一般500円
●申込先 市国際交流協会 256-1771

※10月に開催したセミナーを受講していな
　い場合は、セミナー時に録画した動画の
　URLを配布します。イベント参加前に必
　ず視聴してください。
※参加者同士の情報交換や交際については、
　参加者間の責任で行うこととし、その際
　に生じたトラブルなどに関して、市では
　一切の責任を負いませんので、あらかじ
　めご了承ください。
※本イベントは独身者が対象です。既婚者
　の参加はご遠慮ください。

　歴史風情を感じられる庭園「中津万象園」や「丸亀うちわミュージアム」で合同
ワークショップを開催。「寳月堂の和菓子練り切り体験」「丸亀うちわ作り体験」
「茶道体験」の３つのうちから午前と午後で１つずつ選べます。

1000円 （昼食付き）

・丸亀うちわミュージアム

参加無料

●日　　 時   12月16日㈯午前10時～午後4時
●対　　象   結婚を希望する18歳以上の人
●定　 　員  男女各55人
●申込方法  12月9日㈯午後5時までに上記QRコードから申し込み
●問い合わせ 丸亀市婚活支援事業事務局(株式会社ナイスタウン)
　2087-862-7100

スタジアムレコード野球記録会「よこぐし」のアートマネジメント講座の受講者を募集

婚活イベントを開催します

●日時 12月10日㈰午後2時開演(午後1時開場)
●場所 アイレックス 大ホール
●演奏 丸亀シティフィルハーモニックオーケストラ(MCO)
●指揮 松下 京介
●独唱 佐竹 朝子(ソプラノ)、足立 志穂(メゾソプラノ)
　　　 綾 智成(テノール)、野角 祐一郎(バリトン)
●料金 一般2000円、高校生以下1000円
   　　　※3歳未満は無料。

2023まるがめ第九演奏会
ドイツ兵俘虜楽団の足跡を辿って…響け、歓喜の歌

●配布場所
　①市役所1階 東側
　②市役所3階 下水道課

③
④

日時 講座内容
① 文化芸術活動の"個人に及ぼす変化"と"社会に与える影響"を考える

コーディネーターや場づくりについて学び、共有する②

令和6年 1月21日㈰
午前9時半～午後0時半 ワークショップを体験し自分の中の変化を考える

ワークショップを外から見学し、変化を客観的に捉え共有する午後1時半～5時

丸亀ドイツ兵俘虜楽団の足跡を辿る音楽フェスト

午後1時半～5時半
午後1時半～4時半

12月10日㈰ 
令和6年 1月7日㈰ 

受験生応援★
マンホールカードお守り 配布

異文化理解講座
ドイツの年越し/姉妹都市ヴィリッヒ市

下水道課 224-8850

かいこう

ふりょ

●日時 12月３日㈰午後２時開演(午後１時半開場)
●場所 本願寺塩屋別院(塩屋町)※駐車場なし
●内容 講演「丸亀にドイツの風が吹いた
　　　　　～1914年の邂逅から～」
　香川県藤井中学校プサルター部とMCOのミニ
　コンサート、ソリストとまるがめ第九合唱団による
　合唱、ドイツ兵俘虜のパネル展

入場無料2023まるがめ
第九プレコンサート

丸亀ドイツ兵俘虜楽団の足跡を辿る会事務局（アイレックス内）286-6800

ほうげつどう

スポーツ推進課
224-1392
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丸亀市男女共同参画絵手紙の入賞作品が決定しました

第9回 「今こそ支え合い、つなげよう子育ての輪」
まるがめ子育てフェスタ&にこにこ広場

 市では男女共同参画をテーマにした絵手紙を募集し、以下のとおり入賞作品を
決定しました。たくさんのご応募ありがとうございました。

　「命」などの漢字を体で表現するギャグでおなじみのお笑い芸人、ゴルゴ松本さんを講師
に招き、講演会を開催します。笑いを交えながら、漢字の成り立ちや意味を通じて、前向き
に生きようという熱いメッセージを皆さんにお届けします。
　この機会に、ぜひ家族と一緒にお聴きください。
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最優秀賞 優秀賞 特別賞
（男女共同参画審議会会長賞）

入選

大前 冨美代さん
おおまえ   ふ　み　よ

木村
奈美さん

き むら

な  み

前田 登代子さん▶
まえだ　 と  よ  こ

◀片山 瑞穂さん
かたやま  みず ほ

石井 明芸子さん

一藁 可菜さん

片山 貴穂さん

いし い　 あ  き  こ

いちわら　か  な

かたやま　き　ほ

鎌田 通子さん

堀川 尋さん

かま だ　みち こ

ほりかわ ひろむ

■11月27日㈪～12月６日㈬  綾歌市民総合センター
■12月７日㈭～15日㈮  飯山総合学習センター
■12月18日㈪～27日㈬
　市役所1階エントランスホール
※展示内容は、３か所共通です。

第43回市民のつどい 人権講演会 命の授業

●日時 令和6年1月8日㈷　午後2時～3時半 （午後1時40分から人権作品等表彰式） 
●場所 アイレックス　大ホール
●定員 1000人（申込順） ※手話通訳、要約筆記、託児あり
●申込方法 右記QRコード、またはファクス、メールのいずれかの方法で
　　　　　 代表者名・人数を人権課まで。
●申込先 同課 　 24-8874
　　　　 メール jinkenseisaku-t@city.marugame.lg.jp 

詳しくはこちら

事務局はこちら

人権週間 街頭啓発キャンペーン
12月4日～10日は人権週間。差別や偏見のない社会を目指すために、
改めて人権について考えてみませんか。

●日時 12月5日㈫午前9時半～10時半
　※配布物がなくなり次第終了。 
●場所 フジグラン丸亀（川西町）

作品展示

　親子で楽しめるおもちゃ作りや、体を動かすゲーム遊びができます。子育て家庭に向けた情報や保護者の健康・仕事
に関する相談会なども実施します。子育てに関心がある人も、
この機会にぜひご参加ください。

●日時 令和６年１月28日㈰午前10時～午後３時 ※雨天決行
●場所 飯山総合保健福祉センター１・２階
　　　 ※無料駐車場200台あり
●フェスタに関する問い合わせ
　まるがめ子育てフェスタ実行委員会事務局
　地域子育てひろば「たんぽぽ」　298-1238

　福祉に関する活動実績があり、期
日までに事前協議を申し出た、県内
に住所を有する法人

　詳しくは募集要項か市ホームページをご確認ください。募集
要項は子育て支援課窓口（市役所２階）で配布しています。

子育て支援課  224-8808

人権課  224-8811

人権課男女共同参画室  224-8823

令和６年10月1日㈫開設予定
小規模保育事業を設置・運営する事業者を募集します

子育て支援課  224-8808

入場無料

●募集内容
小規模保育事業A型
０歳児～２歳児

19人

令和６年10月１日㈫
１事務所（綾歌町または飯山町地域）

募集類型
対象児童

定　　員

募集事務所数
開設目標時期

●申し込みスケジュール
12月５日㈫午後５時必着
12月７日㈭

12月14日㈭午後５時必着

12月28日㈭午後５時必着
令和６年１月12日㈮

募集要項に関する質問票の受付期限
質問に対する回答期限

事前協議申し出期限

審査（書類審査・ヒアリング）
応募申請書類の提出期限

令和６年１月16日㈫ 審査結果の通知
●応募資格

詳しくは
こちら



休館のお知らせ

222-5366資料館だより

資料館は、照明改修工事のため
１２月１日～令和６年２月末は、休館します。

ご不便をおかけしますが、
ご協力よろしくお願いします。

⇒

⇒

⇒

徳山 GⅢ三国オールレディース

GⅠ鳴門周年
GⅠ芦屋周年 児島 住之江浜名湖 津 宮島 びわこ男　W

GⅢ唐津企業杯 徳山 唐津三国 唐津唐津
徳山 徳山

平和島 江戸川 戸田 福岡 浜名湖

鳴門
鳴門 芦屋 三国 徳山GⅢ鳴門企業杯

BTSまるがめ
開設37周年記念

サンケイ
スポーツカップ 清酒金陵杯 市長杯GⅠ京極賞

開設71周年記念競走

GⅢ福岡企業杯 多摩川 福岡 津常滑ルーキー宮島 尼崎江戸川 江戸川 平和島
下関ルーキー

GⅢ大村マスターズ 住之江 下関 蒲郡 桐生
住之江 蒲郡 桐生

若松 若松 若松
大村 大村蒲郡 大村 

GⅢ常滑オールレディース
尼崎ヴィーナス GⅠ多摩川クイーンズクライマックス

女
児島

www.marugameboat.jp

丸亀開催
（ナイター）

モーニング

デ  イ

ナイター

※赤文字＝女子戦 ※㊟＝優勝戦発売なし

12月 29282726252423222120191817161514131211
月 火 水金 木 金土 日 土 日 月 火 水 木 金 土 水 木 金 土 日 土 日

30
月日 月 火 火 木

31
金水

10987654321

GⅢ
鳴門

SGグランプリ住之江

下関 若松ミッドナイト

286-6800 （水曜休館）
URL http://www.marugame-ilex.org/アイレックス

令和5年度 まるがめ第九演奏会 出張！なんでも鑑定団in丸亀
お宝＆観覧者募集！ 
●日時：令和６年2月17日㈯ 
正午開場　午後１時開演
●場所：アイレックス大ホール
【あなたのお宝大募集】
●申込方法：申込書に必要事項を記入して、
鑑定品の写真と一緒に応募してください。
※お一人様何点でも応募できます。
（申込書は鑑定依頼品１点につき１枚必要です。）
●申込期限：１２月８日㈮必着
【観覧者募集】
●申込方法：往復ハガキに必要事項を
ご記入の上、応募ください。
●申込期限：１２月２６日㈫
当日消印有効
詳しくは、アイレックスの
ホームページをご覧ください。

●日時：12月10日㈰
午後1時開場　午後2時開演
●場所：アイレックス大ホール
●料金：一般２０００円　高校生以下１０００円
※全席自由席 
※就学前のお子様ご同伴の際は親子室をご利用ください。

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館 224-7755
www.mimoca.org

次回企画展のお知らせ　「回復する」

常設展
猪熊弦一郎展　好奇心と素直さ

兼子裕代《Mirrors of Happiness》2023年 作家蔵
©KANEKO Hiroyo Courtesy of The Third Gallery Aya

詳しくは、ミモカのホームページをご覧ください。
　　　　  　　　　　　　  MIMOCA HP➡

※本展は宝くじの助成を受けて実施します

12月23日㈯～令和６年3月10日㈰
午前10時～午後6時（入館は午後5時半まで）

月曜・12月26日㈫～31日㈰・
令和６年1月4日㈭・9日㈫・2月13日㈫
（ただし1月1日㈷、8日㈷、2月12日㈷は開館）

休館日

●身体障がい者相談員による相談（福祉課 224-8805）要予約
午前10時～正午21日㈭ 飯山市民総合センター

●定例農家相談（農業委員会 224-8826） 予約可
5日㈫ 市役所（３階農業委員会）

午前9時～１１時綾歌市民総合センター11日㈪
飯山市民総合センター27日㈬

●不動産無料相談
　（（公社）香川県宅地建物取引業協会 2087-823-2300）

午後1時～3時半市役所（1階相談室1）1日㈮
15日㈮

●子育て支援総合相談窓口（まる育サポート～あだぁじぉ～）
　（あだぁじぉ専用ダイヤル 2８５-８８１０）

午前9時～正午
午後１時～４時ひまわりセンター ３階　月～金曜

※15日㈮は弁護士が同席します。

●行政相談（広聴広報課 235-8891）

●行政書士相談（県行政書士会 2087-866-1121） 予約可  
午前9時～正午21日㈭ 市役所（1階相談室1）

4日㈪
市役所（1階相談室1）

午前10時～正午綾歌市民総合センター
飯山市民総合センター

午前9時～正午・
  午後1時～4時

市 民 相 談
（電話相談不可）

相談日（祝日を除く）

第1・3金曜

月～木曜
第5金曜

綾歌市民総合センター

第2・4金曜 飯山市民総合センター

市役所（1階）

時　　間

問い合わせは、広聴広報課 235-8891

相談場所午後7時～翌朝8時

《夜間の救急電話相談》

子ども健康行事

●栄養相談　要予約

●理学療法士による相談

午後1時半～4時半
4日㈪ 市　役　所

綾歌保健福祉センター18日㈪

8日㈮
ひまわりセンター

10日㈰ ②午前１０時半～１１時４５分
①午前９時半～１０時４５分
午後２時～３時

午後２時～３時４５分18日㈪ 市　役　所

午前9時半～11時半13日㈬ 飯山総合保健福祉センター

●こころの健康相談　要予約

休日当番医

●3歳児健康診査

21日㈭
20日㈬
13日㈬

ひまわりセンター

綾歌保健福祉センター
午後1時半～2時半

7日㈭
14日㈭
6日㈬

ひまわりセンター 午後1時半～2時半

●1歳6か月児健康診査 

飯山総合保健福祉センター

健康行事
 （健康課 224-8806）

※３か月児・１歳６か月児・３歳児健康診査の対象者には、個別に案内します。

■その他の相談
●少年相談（平日）＝少年育成センター 70120-734970
●家庭児童相談・女性相談（平日）＝市の家庭児童相談室
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   223-2201
●母子・父子自立支援相談（平日）＝子育て支援課 224-8808
●ボランティア相談（平日）＝丸亀市社会福祉協議会 222-5700
●性的少数者に関する相談（平日）＝人権課 224-8811

当番医は変更することがあります。新聞や
「医療ネットさぬき」などで確認してください。

暮らしの相談

12月 暮らしのカレンダーcalendar

●弁護士無料法律相談（社会福祉協議会 222-4976）
　予約受付：午前8時半～午後5時15分　要予約
2日㈯ ひまわりセンター 午前９時～午後０時20分

午後１時20分～４時40分
14日㈭ 綾歌保健福祉センター
20日㈬
27日㈬

ひまわりセンター
飯山総合保健福祉センター

●中西讃マルタス常設サテライト（無料経営相談所）
　（香川県よろず支援拠点 2087-868-6090）要予約

午前9時半～午後5時月～水曜 マルタス1階

●おとなの発達障がい個別相談（福祉課 224-8805）要予約
午前9時半～11時半14日㈭ 市　役　所

●障がい者（児）相談会（福祉課 224-8805）要予約
午前9時半～11時半21日㈭ 市　役　所

●歩行プール夜間説明日　前日午前中までに要予約

午後6時～7時
12日㈫ 飯山総合保健福祉

センター15日㈮
男性
女性

※気象警報発表時には、診療時間が変更になる場合があります。
　受診前には各医療機関へお問い合わせください。

一般：2＃7899か2087-812-1055
小児：2＃8000か2087-823-1588

発熱など急病のときの対応について、
看護師が電話で相談に応じます。

津森町
3日㈰

2２１-１５１５
郡家町 2２８-６１１０

新　町
川西町

丸亀おのクリニック
柴田整形外科クリニック10日㈰ 2２２-３９０２

2２８-２７００
□内
□整

飯山町 2９８-２６００

川西町
川西町

2２４-８０００
2２８-１６１１

ふたご山クリニック
はら皮フ科

□内
□皮

土器町
土居町
新田町

　曽根クリニック
石田医院
　笠井外科胃腸科医院

31日㈰
2２１-１７１１
222-4857
2２３-４６６６

□内□循
□内
□外□胃

17日㈰

にししょう小児科内科医院
こはし耳鼻咽喉科
竹川整形外科クリニック

□小
□耳
□整

前塩屋町
24日㈰

2２２-６７１８
土器町 2２３-２３００
飯山町 2９８-２０１０

辻松外科内科医院
丸亀整形外科とだにクリニック
　杢保小児科医院

□内
□整
□小□ア ●すこやか体操教室《筋力アップついて》

午前10時～11時半27日㈬ ひまわりセンター

●成年後見制度専門職相談
　（社会福祉協議会　後見センターまるがめ 222-4976）要予約
5日㈫
19日㈫

午後1時～3時ひまわりセンター

●交通事故巡回相談（広聴広報課2３５-８８９１）要予約

27日㈬ 午前１０時～正午 ２６日㈫
午後５時まで市役所（１階相談室１）

【歯科】

3日㈰

10日㈰

17日㈰

２4日㈰

2４５-８１１９

2４７-４６１８

2４５-３５２６

2４５-８４１５

横山歯科医院

綾坂歯科医院

ホワイト歯科医院

藤澤歯科医院

坂出市八幡町

坂出市林田町

坂出市笠指町

坂出市駒止町

診療時間 午前9時～正午

●発達障がい者（児）個別相談（ま～る）
　（丸亀市発達障害児支援相談窓口〈ほっぺ〉 285-6613）要予約
4日㈪
8日㈮
5日㈫

午前９時～正午

午後１時～４時
ひまわりセンター

 （健康課 224-8806）
●マイナス１歳から始まる子育て講座　要予約
　予約受付：11月27日㈪～12月6日㈬

●離乳食講習　要予約
8日㈮ ひまわりセンター 午前10時～11時

4日㈪
18日㈪

11日㈪

25日㈪

午後1時～４時

午後1時～3時

●無料税務相談 （四国税理士会丸亀支部 222-0041
　　　　　　　   予約受付：午前10時～午後4時）要予約

マルタス１階
※オープンスペースでの相談になります。

四国税理士会丸亀支部
（丸亀商工会議所会館１階）

●人権相談（法務局 丸亀支局 223-0228・人権課 224-8811）

6日㈬ 飯山市民総合センター
午前８時半～午後５時１５分

13日㈬ 市役所（４階相談室１６） 午前10時～午後3時

月～金曜 法務局 丸亀支局

受付（先着順）
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　職員が個人宅へ訪問し、マイ
ナンバーカードの申請をサポー
トします。
c マイナンバーカードの申請
が初めてで、下記のいずれかに該当す
る来庁困難な人

●75 歳以上
●障害者手帳をお持ちの人
●要介護認定を受けている人
実施期間　令和 6年 1月中旬～ 3月中旬
h12月15日㈮から、市マイナンバーカー
ドコールセンター 35-7211 で電話
申込（毎月15日から翌月分の申込受付）

マイナンバーカード休日受け取り

　休日に、マイナンバーカードを受け取
ることができます。詳しくは、交付通知書
（はがき）で確認してください。

a令和６年1月14日㈰午前９時～正午
b 市民課
h市マイナンバーカードコールセンター
 35-7211（月～金曜午前８時半～
午後５時15分）、または市ホームペー
ジの予約専用サイトで要予約

※予約がない場合は、早めに終了するこ
とがあります。

　丸亀城南側のからめて門から入り、堀
を渡ってすぐ右手に落ち葉を袋に詰めて
置いていますので、ご自由にお持ち帰り
ください。
a11 月末～令和６年 1月中旬
　（なくなり次第終了）
g 期間中は、配布場所まで車の進入が可
能。天候で、数量が変わりますがご了
承ください。

i文化財保存活用課 丸亀城管理室
  23-2107

お城の落ち葉を無料配布します

まるチョクマーケット

　年金事務所では、年金相談や年金請求
手続きの「事前予約」を行っています。
予約は、相談希望日の１か月前から前日
まで受け付けています。申し込みの際は、
基礎年金番号の分かるもの（年金手帳ま
たは基礎年金番号通知書や年金証書な
ど）をご用意ください。
h 予約専用ダイヤル 0570-05-4890
　 善通寺年金事務所 62-1662

年金相談や手続きには事前予約を

　舗装に穴ぼこや側溝ふたの破損など道
路の異常を発見したら、建設課へお知ら
せください。早期発見・早期対応により
事故を未然に防ぐことができます。
i建設課 24-8813、○綾業務担当
  86-5516、○飯業務担当 98-7957

ロードスクランブル事業にご協力を

　障がい者への差別をなくすためには、
私たち一人ひとりが障がいについて正し
く理解し、障がい者にとってどんな困り
ごとや差別が生じているのか気づくこと
が大切です。また、障がいのある人への
虐待はあってはなりません。もし虐待に
気づいたら、市障害者虐待防止センター
にご相談ください。
　障がいのある人への理解を深め、地域
の中で誰もが尊厳をもって暮らせる社会
を目指しましょう。
i同センター 35-9176（24 時間 365
日対応）、福祉課 24-8805（月～
金曜午前 8時半～午後 5時 15分）

12月3日～9日は障害者週間
障がい者差別・虐待をなくそう

　75歳以上の人は、降車時に後期高齢
者医療被保険証かマイナンバーカードを
提示すると、無料でコミュニティバスを
利用できます。今回、年齢確認できるも
のとして「長寿手帳（県発行）」も加わ
りました。ただし、内面に75歳以上を
確認したスタンプの押印と顔写真を貼り
付けたものに限ります。
●長寿手帳交付場所
　高齢者支援課、○綾、○飯、本島・広島市
民センター

※顔写真はご自身で準備して貼り付けて
ください。すでに手帳をお持ちの人は、
上記の交付場所または、都市計画課で
スタンプを押印します（年齢確認がで
きるものを持参）。

i都市計画課 24-8812

75歳以上の人は「長寿手帳」の提示でも
コミュニティバスが無料で利用できます

青い鳥教室支援員

免許返納すると
１万円相当の支援が受けられます

募 集・催 しお知らせ

防災行政無線の放送内容は、
テレフォンサービス
（　22-1607、　22-1608）

■交通事故（10月）
事　故  26件・死　者  0人
負傷者  28人

■救急・火災件数（10月）
救 急 出 動  454件
火災の発生  8件

■特殊詐欺被害（１月～10月）
件　数  22件
被害額  約1654万円

■市の動き　11月１日現在（前月比）
人　口 108,116人（＋0）
　男　  52,447人（＋24）
　女　  55,669人（－24）
世帯数　46,656世帯（＋36）

※令和２年国勢調査結果（確報）から集計しています。

※丸亀署管内（丸亀市、善通寺市、多度津町）

丸亀市の市外局番 0877

■時日時 ■所場所 ■対対象 ■定定員 ■内内容 
■料料金 ■他その他 ■申申し込み ■問問い合わせ
◯綾＝綾歌市民総合センター
◯飯＝飯山市民総合センター
◯コ＝コミュニティセンター

12月の市税など
納付は便利な口座振替で

行
政
情
報
便

行 政
情報便
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（納期限は12月27日）

●固定資産税 /３期分
●国民健康保険税 /６期分
●介護保険料 /５期分
●後期高齢者医療保険料 /６期分

　青い鳥教室は、留守家庭の児童のため
に小学校の余裕教室などを利用して、放
課後に遊びや生活の場を提供しています。
　現在、青い鳥教室では一緒に働いてく
れる支援員を募集しています。
i（公財）市福祉事業団放課後留守家庭児
童会事務局 23-1178

お正月飾りうちわをつくろう

a12 月 9日㈯
　 ①午前 9時半から ②午前 10時半から
b丸亀うちわミュージアム
c小学生
d 各 10人
f 800 円
h香川県うちわ協同組合連合会事務局
  24-7055

いきいき健口教室

　口腔機能を高める方法について、みん
なで楽しく学ぶ教室です。歯科衛生士が
指導します。
a【冬コース】水曜日
　令和6年１月10日、24日、２月７日、
21日、３月13日、27日

　 午後 1時半～ 3時
b城西コミュニティセンター
c市内のおおむね
　 65 歳以上の人
d20人（申込順）
f無料
g 全 6 回で 1 コースの教室です。過去
に受講された人も再度申込可。

h令和６年 1月 5日㈮までに、地域包括
支援センター 24-8933

マイナンバーカードの
個人宅出張申請

保険料のご案内を民間に委託

　年金事務所では、国民年金保険料未納
者への電話や文書による納付のご案内を
「株式会社バックスグループ」に委託し
ています。担当者が訪問して、基礎年金
番号通知書、年金手帳、年金証書、通帳
やキャッシュカード、現金などを預かる
ことはありません。
　また、手数料の要求や金融機関・コン
ビニでＡＴＭ操作を依頼することもあり
ません。不審な点があれば、下記にお問
い合わせください。
i善通寺年金事務所 62-1662

災害時に自力避難が難しい人へ
支援が必要な人の名簿提供に同意を
　市では、災害時に自力で避難すること
が難しく、特に支援が必要な高齢者や障
がい者などを「避難行動要支援者」とし、
名簿を作成しています。名簿に登録され
た要支援者本人から同意を得たうえで、
災害時に避難誘導などの支援が得られる
よう、消防機関や警察、コミュニティ、
民生委員などの「避難支援者」へ情報提
供しています。
　情報提供について同意するための申請
書を対象者へ送付しますので、ご協力を
お願いします。
h12月28日㈭までに、申請書を郵送ま
たは福祉課か高齢者支援課に持参

i福祉課 24-8873
　高齢者支援課 24-8831

　６次化を目指す市内の農家さ
んや漁師さんから直接購入でき
るページを作成しました。ぜひ、
ご利用ください。
　詳しくは、上記ページをご覧いただく
か　　　　　　　　　　 
i農林水産課 24-8845
まるチョクマーケット 検索

　運転免許証を自主返
納すると、１万円相当
の タ ク シ ー 利 用 券、
JR・コトデンなどで使
える IC カードまたは航
路回数券（離島住民の
み）のうち、１点の支援をしています。
併せて、「運転経歴証明書」を作成した
人に交付手数料（1100 円）を助成して
います。
※自主返納の手続きは、県内の運転免許セ
ンタ―または警察署で行ってください。

※タクシー利用券には有効期限がありま
す。同券をすでにお持ちの人は、期
限を確認して早めにお使いください。

c65 歳以上の運転免許証自主返納者
●申請期限　自主返納してから 1年以内
●申請窓口　危機管理課（市役所４階）、
　○綾・○飯、本島・広島市民センター
i危機管理課 交通防犯担当 25-4006
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内
、
返
済
期
間
は
18
年
以
内
で

す
。

i
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル
（

０
５
７
０
・

０
０
８
６
５
６
）
か
（

０

３
・
５
３
２
１
・
８
６
５
６
）

県
公
立
学
校
臨
時
的
任
用
職
員

登
録（
学
校
事
務
職
員
）

試
験
日
＝
12
月
９
日
㈯

b
県
教
育
セ
ン
タ
ー（
高
松
市
郷
東
町
）

申
込
期
限
＝
11
月
30
日
㈭

（
消
印
有
効
）

i
県
教
委
義
務
教
育
課

　
（

０
８
７
・
８
３
２
・
３
７
４
３
）

准
看
護
学
生（
三
次
試
験
）

a
令
和
６
年
２
月
１
日
㈭

b
市
医
師
会
附
属
准
看
護
学
院

e
学
科
試
験
・
面
接
試
験

出
願
期
間
＝
12
月
18
日
㈪
〜
令
和
６
年

１
月
24
日
㈬

i
同
学
院（

２
２
・
４
８
０
９
）

四
国
学
院
大
学

●
学
校
推
薦
型
選
抜（
公
募
Ｂ
）

試
験
日
＝
12
月
16
日
㈯

b
同
学

e
書
類
審
査
、面
接
、小
論
文

願
書
受
付
期
間
＝
12
月
１

日
㈮
〜
８
日
㈮（
必
着
）

i
詳
し
く
は
、同
学
入
試
課

（

０
１
２
０
・
４
５
９
・
４
３
３
）

自
衛
隊
丸
亀
地
域
事
務
所
か
ら

●
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
生（
一
般
）

a
令
和
６
年
１
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰

の
い
ず
れ
か(

一
次)

　

 

令
和
６
年
１
月
25
日
㈭
〜
28
日
㈰

の
指
定
日（
二
次
）

b
香
川
県
内

c
中
卒（
見
込
含
む
）17
歳
未
満
の
男
子

受
付
期
間
＝
令
和
６
年

　

１
月
５
日
㈮
ま
で

●
自
衛
官
候
補
生

b
善
通
寺
駐
屯
地

c
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人

※

随
時
、受
け
付
け
て
い
ま
す
。

i
詳
し
く
は
、同
事
務
所（

２
３
・

６
４
２
０
）

四
国
医
療
専
門
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

a
12
月
17
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

１
時

b
同
校（
宇
多
津
町
）

e
患
者
さ
ん
へ
の
治
療
を
体
験
（
理

学
療
法
コ
ー
ス
）な
ど

i
同
校（

４
１
・
２
３
２
３
）

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
か
ら

●
あ　
ま
る
が
め
ア
ー
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ト
展

a
12
月
12
日
㈫
〜
17
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
５
時

b
同
セ
ン
タ
ー
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
１

●
子
ど
も
向
け
演
劇
公
演

　
「
ハ
ッ
ピ
ー
な
姫
と
白
い
オ
オ
カ
ミ
」

a
12
月
23
日
㈯

　
午
後
２
時
か
ら

　

12
月
24
日
㈰

　

午
前
11
時
か
ら

b
同
セ
ン
タ
ー
３
階
ホ
ー
ル

●
映
画
上
映

　
「
瀬
戸
内
寂
聴
99
年
生
き
て
思
う
こ
と
」

a
12
月
17
日
㈰ 

①
午
前
10
時
半
か
ら

　

②
午
後
１
時
半
か
ら（
95
分
上
映
）

b
同
セ
ン
タ
ー
３
階
ホ
ー
ル

i
詳
し
く
は
、
同
セ
ン
タ
ー
（


２
３
・
１
０
９
１
）

県
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

定
例
相
談
会

a
12
月
16
日
㈯
午
後
１
時
〜
４
時

b
マ
ル
タ
ス
２
階
Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
２

e
一
般
相
談
（
登
記
相
談
な
ど
）・
法

テ
ラ
ス
相
談
・
成
年
後
見
相
談

f
30
分
無
料 ※

要
予
約

h
県
司
法
書
士
会
（

０
８
７
・

８
２
１
・
５
７
０
１
）

裁
判
所
の
民
事・

家
事
調
停
手
続
相
談
会

a
12
月
７
日
㈭
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

b
城
乾
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

 

大
会
議
室

e
離
婚
、
養
育
費
、
面
会
交
流
、
相

続
、近
隣
ト
ラ
ブ
ル
、貸
借
金
、交

通
事
故
、不
動
産
紛
争
な
ど

h
当
日
会
場
に
て
申
し
込
み（
先
着
順
）

i
高
松
地
裁
丸
亀
支
部（

２
３
・

５
２
７
０
）

　

※

午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時

が
ん
サ
ロ
ン

①
教
え
て
！
美
容
師
さ
ん
〜
ウ
ィ
ッ

グ
の
お
手
入
れ
〜

②
栄
養
と
食
事
ポ
イ
ン
ト

a
①
12
月
13
日
㈬ 

②
12
月
27
日
㈬

　

 

午
後
１
時
半
〜
２
時
半

b
香
川
労
災
病
院　
が
ん
診
療
棟
２
階

d
20
人（
予
約
不
要
）

f
無
料

i
同
院
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（

２
３
・
３
１
１
１
）

「
海
の
管
制
官
」ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

（
体
験
型
学
習
）

a
12
月
１
日
㈮
〜
令
和
６
年
２
月
29
日
㈭

午
前
10
時
〜
午
後
５
時（
内
２
時
間
）

b
備
讃
瀬
戸
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー

c
高
校
生
〜
29
歳
ま
で
の
人

e
海
の
管
制
官
模
擬
体
験
、
業
務
紹

介
展
示
、
施
設
見
学

f
無
料

i
同
セ
ン
タ
ー
整
備
課

　

 

管
理
係

４
９
・
３
３
６
６
）

香
川
短
期
大
学
カ
ル
チ
ャ
ー
講
座

「
親
子
ク
リ
ス
マ
ス
料
理
教
室
」

a
12
月
９
日
㈯
午
前
９
時
半
〜
正
午

b
同
学
調
理
実
習
室

c
小
・
中
学
生
と
保
護
者

d
10
組（
20
人
）

f
親
子（
２
人
）１
５
０
０
円

g
講
師
は
、
松
永
美
恵
子
教
授
・
高

見
由
利
恵
助
手

申
込
期
間
＝
12
月
１
日
㈮
〜
６
日
㈬

h
同
学
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
楠
見
さ
ん

（

４
９
・
８
０
３
０
）

丸
亀
市
民
吹
奏
楽
団

第
49
回
定
期
演
奏
会

a
12
月
17
日
㈰
午
後
１
時
半
開
演

b
ア
イ
レ
ッ
ク
ス
大
ホ
ー
ル

e
吹
奏
楽
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
や
丸
亀

市
吹
的
音
楽
の
授
業
な
ど

f
無
料（
全
席
自
由
）

i
同
楽
団
事
務
局（

０
９
０
・
５

２
７
８
・
５
０
３
８
）

ガ
ー
デ
ン
セ
ミ
ナ
ー

①
ク
リ
ス
マ
ス
の
寄
せ
植
え
作
り

②
ツ
ル
バ
ラ
の
剪
定
誘
引

a
①
12
月
３
日
㈰
午
後

　

 

１
時
半
〜
３
時
45
分

　

②
12
月
10
日
㈰
午
前

　

 

９
時
半
〜
11
時
45
分

b
坂
出
市
番
の
州
公
園
管
理
事
務
所

d
①
16
人 

②
20
人
（
先
着
順
）

e
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
相
談
会
も
実
施

f
①
４
０
０
０
円（
材
料
費
含
む
）

　

 

②
１
０
０
０
円

受
付
開
始
＝
①
11
月
20
日
㈪
か
ら

　

 

②
11
月
27
日
㈪
か
ら

i
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、同
管

理
事
務
所（

４
５
・
６
８
２
０
）

ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー
か
ら

●
筋
力
ア
ッ
プ
の
近
道
を
発
見
！

　
〜
筋
肉
ご
と
の
役
割
を
学
ぶ
〜

a
令
和
６
年
１
月
10
日
㈬
午
前
10
時
〜

11
時
半

c
20
歳
以
上

d
50
人
（
先
着
順
）

f
５
０
０
円

●
転
倒
予
防
の
よ
く
あ
る
間
違
い
！

　
〜
バ
ラ
ン
ス
の
本
質
と
動
き
の
コ
ツ
〜

a
令
和
６
年
１
月
24
日
㈬
午
前
10
時
〜 

11
時

c
20
歳
以
上

d
50
人
（
先
着
順
）

f
３
０
０
円

h
同
セ
ン
タ
ー
１
階
総
合
受
付

　
（

５
８
・
２
０
６
１
）

東
小
川
児
童
セ
ン
タ
ー
か
ら

●
親
子
体
操

a
12
月
７
日
㈭
午
前
11
時
〜
11
時
半

c
幼
児
と
保
護
者

d
10
組（
当
日
先
着
順
）※

無
料

e
ふ
れ
あ
い
遊
び

g
講
師
は
清
家
裕
之
さ
ん

●
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
〜
楽
し
い
創
作
紙
芝
居
〜

a
12
月
16
日
㈯
午
前
11
時
〜
正
午

c
幼
児
と
保
護
者
、小
学
生

d
10
組（
当
日
先
着
順
）※

無
料

e
講
師
は
平
岡
穣
さ
ん

i
同
セ
ン
タ
ー（

５
６・８
７
７
８
）

飯
山
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
か
ら

●
親
子
食
育
料
理
教
室

a
12
月
10
日
㈰
午
前
９
時
半
か
ら

b
同
セ
ン
タ
ー
２
階
調
理
実
習
室

c
年
中
〜
小
学
６
年
生
と
保
護
者

d
８
組
（
先
着
順
）

f
２
０
０
０
円
（
材
料
費
込
み
）

●
臨
床
美
術「
描
き
初
め
」

a
12
月
17
日
㈰
午
前
10
時
〜

b
同
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

c
年
中
児
〜
大
人
（
未
就
学
児
は
保

護
者
同
伴
）

d
15
人

f
７
０
０
円

●
マ
リ
ン
バ
と
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の

　
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

a
12
月
10
日
㈰
午
後
６
時
〜
６
時
半

b
同
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー※

無
料

i
詳
し
く
は
、
同
セ
ン
タ
ー
（


９
８
・
３
３
１
９
）

森
林
の
寺
子
屋
教
室

a
12
月
10
日
㈰
午
前
９
時
〜
正
午

b
満
濃
池
森
林
公
園
森
林
学
習
展
示
館

d
15
人（
先
着
順
）

e
公
園
の
植
物
で
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー

ス
作
り
と
生
演
奏
会

f
８
０
０
円

申
込
期
間
＝
12
月
４
日
㈪
〜
７
日
㈭

h
同
公
園
管
理
事
務
所（

５
７
・

６
５
２
０
）

児
童
館
か
ら

●
楽
器
を
作
っ
て
い
っ
し
ょ
に
歌
お
う
！

a
12
月
３
日
㈰
午
前
10
時
半
〜
11
時
半

c
２
〜
６
歳
児
と
保
護
者（
要
申
込
）

f
無
料

●
ク
リ
ス
マ
ス
会

a
12
月
９
日
㈯

　

午
後
１
時
半
〜
２
時
半

b
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
３
階
ホ
ー
ル

c
幼
児
・
小
学
生（
要
申
込
）※

無
料

e
ト
イ
ピ
ア
ノ
演
奏
、
ジ
ャ
グ
リ
ン

グ
な
ど

i
児
童
館
（

２
３
・
１
０
９
１
）

ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀
か
ら

●
古
布
講
座

　
①
干
支
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー（
辰
）

　
②
お
手
玉
ク
ッ
シ
ョ
ン

　
③
カ
ー
ド
入
れ
付
き
ミ
ニ
財
布

a
①
12
月
９
日
㈯
②
12
月
13
日
㈬

　

③
12
月
15
日
㈮
午
前
10
時
〜
正
午

●
木
工
講
座「
干
支
の
置
物（
辰
）」

a
12
月
17
日
㈰
午
前
10
時
〜
正
午

●
牛
乳
パ
ッ
ク
で
作
る
紙
す
き
体
験

a
12
月
17
日
㈰
午
前
10
時
〜
正
午

●
ガ
ラ
ス
工
芸
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
体
験

　
「
キ
ャ
ン
ド
ル
グ
ラ
ス
」

a
12
月
９
日
㈯
・
16
日
㈯

　

 

午
前
10
時
〜
正
午

受
付
開
始
＝
12
月
１
日
㈮
午
前
９
時

半
か
ら

※

受
講
は
、１
人
月
１
回
ま
で
で
す
。

●
ガ
ラ
ス
で
作
る「
赤
ち
ゃ
ん
の
足
型
」

a
12
月
17
日
㈰
・
24
日
㈰（
要
予
約
）

●
エ
コ
丸
工
房
年
末
年
始
休
館

a
12
月
28
日
㈭
〜

　

 

令
和
６
年
１
月
４
日
㈭

i
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

　
（

５
６
・
１
１
４
４
）

民
謡・三
味
線
ク
ラ
ブ
会
員

a
毎
週
第
２・３・４
土
曜
午
後
１

時
半
〜
４
時
半

b
郡
家
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

f
月
２
０
０
０
円

i
新
居
さ
ん（

２
８
・
０
４
０
１
）

丸
亀
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ
会
員

a
毎
週
火
曜
午
後
６
時
半
〜
８
時
半

b
城
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

f
月
額
２
０
０
０
円（
体
験
学
習
と

し
て
１
か
月
無
料
）

g
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー

　

 

初
心
者
歓
迎

i
日
浦
さ
ん（

０
９
０
・
８
９
７

９
・
６
５
４
３
）

動
物
愛
護
団
体　
縁-

ｅｎ-

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

a
週
１
〜
２
回
①
午
前
９
時
か
ら

　

 

②
午
後
３
時
か
ら（
１
時
間
以
上
）

b
保
護
犬
・
猫
シ
ェ
ル
タ
ー

　
（
ま
ん
の
う
町
）

c
週
１
〜
２
回
活
動

　

 

で
き
る
人

d
20
人
程
度

e
保
護
犬
・
猫
の
お
世
話
と
掃
除

i
荻
田
さ
ん（

０
８
０
・
３
９
２

５
・
６
８
９
０
）

放
送
大
学
令
和
６
年
度
４
月
生

　
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学

で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

出
願
期
間
＝
（
第
１
回
）
11
月
26
日

㈰
〜
令
和
６
年
２
月
29
日
㈭

 

（
第
２
回
）
令
和
６
年
３

月
１
日
㈮
〜
12
日
㈫ 

※

い
ず
れ
も
必
着

i
放
送
大
学
香
川
学
習
セ
ン
タ
ー

　
（

０
８
７
・
８
３
７
・
９
８
７
７
）

丸
亀
コ
ー
ロ・ア
ニ
ー
ロ
団
員

a
毎
週
金
曜
午
前
９
時
半
〜
11
時
半

b
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
５
階
音
楽
室

e
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
の
女
声
合
唱

g
見
学
・
体
験
で
き
ま
す
。

i
秋
山
さ
ん（

０
９
０
・
４
５
０

９
・
６
０
５
４
）

０
歳
か
ら
の
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク

a
毎
月
木
曜（
月
３
回
）

b
蓮
池
公
園（
健
康
運
動
セ
ン
タ
ー
）

c
０
〜
３
歳（
未
就
園
児
）の
親
子

d
各
８
組（
要
予
約
・
先
着
順
）

f
月
３
回
３
０
０
０
円

g
土
曜・幼
児
ク
ラ
ス
も
あ
り
ま
す
。

i
詳
し
く
は
、メ
ロ
デ
ィ
ー
お
ん
が

く
教
室 

小
倉
さ
ん（

０
９
０
・

６
８
８
５
・
５
９
８
１
）

離
職
者
訓
練（
公
共
職
業
訓
練
）

令
和
５
年
度
２
月
生

①
機
械
・Ｃ
Ａ
Ｄ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科

②
電
気
設
備
エ
ン
ジ
ニ
ア
科

③
シ
ー
ト
メ
タ
ル
加
工
技
術
科（
導
入

講
習
付
若
年
者
コ
ー
ス
）

④
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
科
（
導
入
講
習

付
コ
ー
ス
）

a
①
②
令
和
６
年
２
月
２
日
㈮
〜

７
月
26
日
㈮
③
令
和
６
年
２
月

２
日
㈮
〜
８
月
23
日
㈮
④
令
和

６
年
２
月
２
日
㈮
〜
８
月
27
日

㈫
午
前
９
時
〜
午
後

３
時
10
分

d
①
②
15
人
③
７
人

　

 

④
５
人

f
無
料（
テ
キ
ス
ト
・

　

 

作
業
着
代
は
実
費
）

h

12
月
１
日
㈮
〜
28
日

㈭
に
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

職
業
相
談
窓
口
ま
で

i
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
香
川
訓
練
課

（

０
８
７・
８
６
７・
６
７
１
６
） 

み
ん
な
の
掲
示
板

メ
ガ
ヘ
ル
ツ

詳しくはこちら
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丸
亀
税
務
署
か
ら

●
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

　
（
登
録
要
否
相
談
会
）

a
12
月
19
日
㈫
午
後
１
時
半
〜
２
時
半

b
丸
亀
税
務
署　

d
20
人（
要
事
前
予
約
）

g
登
録
申
請
を
希
望
す
る
人
は
、ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

h
同
税
務
署（

２
３・２
２
２
３
）

テ
レ
ビ
の
映
像
に
乱
れ
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

　
携
帯
電
話
の
新
し
い
電
波
の
利
用

開
始
に
よ
り
、
テ
レ
ビ
映
像
に
影
響

が
出
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。影
響

の
可
能
性
が
あ
る
地
域
の
家
庭
や
企

業
に
は
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
す
。

　
令
和
６
年
１
月
18
日
㈭
以
降
に
、

テ
レ
ビ
映
像
が
乱
れ
る
な
ど
の
影
響

が
出
た
場
合
は
、
次
の
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
回
復
作
業
は
、（一
社
）７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ

利
用
推
進
協
会
が
実
施
す
る
た
め
、

費
用
を
請
求
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り

ま
せ
ん
。

i
７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
テ
レ
ビ
受
信
障
害

対
策
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（

０
１

２
０
・
７
０
０
・
０
１
２
）
ま
た

は
（

０
５
０
・
３
７
８
６
・
０

７
０
０※

有
料
）

※

受
付
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
10

時（
年
中
無
休
）

国
の
教
育
ロ
ー
ン

（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）

　
高
校
、
大
学
な
ど
へ
の
入
学
時
・

在
学
中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と
し

た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。
融
資
額

は
お
子
さ
ん
一
人
に
つ
き
３
５
０
万

円
以
内
、
返
済
期
間
は
18
年
以
内
で

す
。

i
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル
（

０
５
７
０
・

０
０
８
６
５
６
）
か
（

０

３
・
５
３
２
１
・
８
６
５
６
）

県
公
立
学
校
臨
時
的
任
用
職
員

登
録（
学
校
事
務
職
員
）

試
験
日
＝
12
月
９
日
㈯

b
県
教
育
セ
ン
タ
ー（
高
松
市
郷
東
町
）

申
込
期
限
＝
11
月
30
日
㈭

（
消
印
有
効
）

i
県
教
委
義
務
教
育
課

　
（

０
８
７
・
８
３
２
・
３
７
４
３
）

准
看
護
学
生（
三
次
試
験
）

a
令
和
６
年
２
月
１
日
㈭

b
市
医
師
会
附
属
准
看
護
学
院

e
学
科
試
験
・
面
接
試
験

出
願
期
間
＝
12
月
18
日
㈪
〜
令
和
６
年

１
月
24
日
㈬

i
同
学
院（

２
２
・
４
８
０
９
）

四
国
学
院
大
学

●
学
校
推
薦
型
選
抜（
公
募
Ｂ
）

試
験
日
＝
12
月
16
日
㈯

b
同
学

e
書
類
審
査
、面
接
、小
論
文

願
書
受
付
期
間
＝
12
月
１

日
㈮
〜
８
日
㈮（
必
着
）

i
詳
し
く
は
、同
学
入
試
課

（

０
１
２
０
・
４
５
９
・
４
３
３
）

自
衛
隊
丸
亀
地
域
事
務
所
か
ら

●
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
生（
一
般
）

a
令
和
６
年
１
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰

の
い
ず
れ
か(

一
次)

　

 

令
和
６
年
１
月
25
日
㈭
〜
28
日
㈰

の
指
定
日（
二
次
）

b
香
川
県
内

c
中
卒（
見
込
含
む
）17
歳
未
満
の
男
子

受
付
期
間
＝
令
和
６
年

　

１
月
５
日
㈮
ま
で

●
自
衛
官
候
補
生

b
善
通
寺
駐
屯
地

c
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人

※

随
時
、受
け
付
け
て
い
ま
す
。

i
詳
し
く
は
、同
事
務
所（

２
３
・

６
４
２
０
）

四
国
医
療
専
門
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

a
12
月
17
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

１
時

b
同
校（
宇
多
津
町
）

e
患
者
さ
ん
へ
の
治
療
を
体
験
（
理

学
療
法
コ
ー
ス
）な
ど

i
同
校（

４
１
・
２
３
２
３
）

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
か
ら

●
あ　
ま
る
が
め
ア
ー
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ト
展

a
12
月
12
日
㈫
〜
17
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
５
時

b
同
セ
ン
タ
ー
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
１

●
子
ど
も
向
け
演
劇
公
演

　
「
ハ
ッ
ピ
ー
な
姫
と
白
い
オ
オ
カ
ミ
」

a
12
月
23
日
㈯

　
午
後
２
時
か
ら

　

12
月
24
日
㈰

　

午
前
11
時
か
ら

b
同
セ
ン
タ
ー
３
階
ホ
ー
ル

●
映
画
上
映

　
「
瀬
戸
内
寂
聴
99
年
生
き
て
思
う
こ
と
」

a
12
月
17
日
㈰ 

①
午
前
10
時
半
か
ら

　

②
午
後
１
時
半
か
ら（
95
分
上
映
）

b
同
セ
ン
タ
ー
３
階
ホ
ー
ル

i
詳
し
く
は
、
同
セ
ン
タ
ー
（


２
３
・
１
０
９
１
）

県
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

定
例
相
談
会

a
12
月
16
日
㈯
午
後
１
時
〜
４
時

b
マ
ル
タ
ス
２
階
Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
２

e
一
般
相
談
（
登
記
相
談
な
ど
）・
法

テ
ラ
ス
相
談
・
成
年
後
見
相
談

f
30
分
無
料 ※

要
予
約

h
県
司
法
書
士
会
（

０
８
７
・

８
２
１
・
５
７
０
１
）

裁
判
所
の
民
事・

家
事
調
停
手
続
相
談
会

a
12
月
７
日
㈭
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

b
城
乾
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

 

大
会
議
室

e
離
婚
、
養
育
費
、
面
会
交
流
、
相

続
、近
隣
ト
ラ
ブ
ル
、貸
借
金
、交

通
事
故
、不
動
産
紛
争
な
ど

h
当
日
会
場
に
て
申
し
込
み（
先
着
順
）

i
高
松
地
裁
丸
亀
支
部（

２
３
・

５
２
７
０
）

　

※

午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時

が
ん
サ
ロ
ン

①
教
え
て
！
美
容
師
さ
ん
〜
ウ
ィ
ッ

グ
の
お
手
入
れ
〜

②
栄
養
と
食
事
ポ
イ
ン
ト

a
①
12
月
13
日
㈬ 

②
12
月
27
日
㈬

　

 

午
後
１
時
半
〜
２
時
半

b
香
川
労
災
病
院　
が
ん
診
療
棟
２
階

d
20
人（
予
約
不
要
）

f
無
料

i
同
院
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（

２
３
・
３
１
１
１
）

「
海
の
管
制
官
」ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

（
体
験
型
学
習
）

a
12
月
１
日
㈮
〜
令
和
６
年
２
月
29
日
㈭

午
前
10
時
〜
午
後
５
時（
内
２
時
間
）

b
備
讃
瀬
戸
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー

c
高
校
生
〜
29
歳
ま
で
の
人

e
海
の
管
制
官
模
擬
体
験
、
業
務
紹

介
展
示
、
施
設
見
学

f
無
料

i
同
セ
ン
タ
ー
整
備
課

　

 

管
理
係

４
９
・
３
３
６
６
）

香
川
短
期
大
学
カ
ル
チ
ャ
ー
講
座

「
親
子
ク
リ
ス
マ
ス
料
理
教
室
」

a
12
月
９
日
㈯
午
前
９
時
半
〜
正
午

b
同
学
調
理
実
習
室

c
小
・
中
学
生
と
保
護
者

d
10
組（
20
人
）

f
親
子（
２
人
）１
５
０
０
円

g
講
師
は
、
松
永
美
恵
子
教
授
・
高

見
由
利
恵
助
手

申
込
期
間
＝
12
月
１
日
㈮
〜
６
日
㈬

h
同
学
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
楠
見
さ
ん

（

４
９
・
８
０
３
０
）

丸
亀
市
民
吹
奏
楽
団

第
49
回
定
期
演
奏
会

a
12
月
17
日
㈰
午
後
１
時
半
開
演

b
ア
イ
レ
ッ
ク
ス
大
ホ
ー
ル

e
吹
奏
楽
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
や
丸
亀

市
吹
的
音
楽
の
授
業
な
ど

f
無
料（
全
席
自
由
）

i
同
楽
団
事
務
局（

０
９
０
・
５

２
７
８
・
５
０
３
８
）

ガ
ー
デ
ン
セ
ミ
ナ
ー

①
ク
リ
ス
マ
ス
の
寄
せ
植
え
作
り

②
ツ
ル
バ
ラ
の
剪
定
誘
引

a
①
12
月
３
日
㈰
午
後

　

 

１
時
半
〜
３
時
45
分

　

②
12
月
10
日
㈰
午
前

　

 

９
時
半
〜
11
時
45
分

b
坂
出
市
番
の
州
公
園
管
理
事
務
所

d
①
16
人 

②
20
人
（
先
着
順
）

e
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
相
談
会
も
実
施

f
①
４
０
０
０
円（
材
料
費
含
む
）

　

 

②
１
０
０
０
円

受
付
開
始
＝
①
11
月
20
日
㈪
か
ら

　

 

②
11
月
27
日
㈪
か
ら

i
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、同
管

理
事
務
所（

４
５
・
６
８
２
０
）

ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー
か
ら

●
筋
力
ア
ッ
プ
の
近
道
を
発
見
！

　
〜
筋
肉
ご
と
の
役
割
を
学
ぶ
〜

a
令
和
６
年
１
月
10
日
㈬
午
前
10
時
〜

11
時
半

c
20
歳
以
上

d
50
人
（
先
着
順
）

f
５
０
０
円

●
転
倒
予
防
の
よ
く
あ
る
間
違
い
！

　
〜
バ
ラ
ン
ス
の
本
質
と
動
き
の
コ
ツ
〜

a
令
和
６
年
１
月
24
日
㈬
午
前
10
時
〜 

11
時

c
20
歳
以
上

d
50
人
（
先
着
順
）

f
３
０
０
円

h
同
セ
ン
タ
ー
１
階
総
合
受
付

　
（

５
８
・
２
０
６
１
）

東
小
川
児
童
セ
ン
タ
ー
か
ら

●
親
子
体
操

a
12
月
７
日
㈭
午
前
11
時
〜
11
時
半

c
幼
児
と
保
護
者

d
10
組（
当
日
先
着
順
）※

無
料

e
ふ
れ
あ
い
遊
び

g
講
師
は
清
家
裕
之
さ
ん

●
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
〜
楽
し
い
創
作
紙
芝
居
〜

a
12
月
16
日
㈯
午
前
11
時
〜
正
午

c
幼
児
と
保
護
者
、小
学
生

d
10
組（
当
日
先
着
順
）※

無
料

e
講
師
は
平
岡
穣
さ
ん

i
同
セ
ン
タ
ー（

５
６・８
７
７
８
）

飯
山
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
か
ら

●
親
子
食
育
料
理
教
室

a
12
月
10
日
㈰
午
前
９
時
半
か
ら

b
同
セ
ン
タ
ー
２
階
調
理
実
習
室

c
年
中
〜
小
学
６
年
生
と
保
護
者

d
８
組
（
先
着
順
）

f
２
０
０
０
円
（
材
料
費
込
み
）

●
臨
床
美
術「
描
き
初
め
」

a
12
月
17
日
㈰
午
前
10
時
〜

b
同
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

c
年
中
児
〜
大
人
（
未
就
学
児
は
保

護
者
同
伴
）

d
15
人

f
７
０
０
円

●
マ
リ
ン
バ
と
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の

　
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

a
12
月
10
日
㈰
午
後
６
時
〜
６
時
半

b
同
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー※

無
料

i
詳
し
く
は
、
同
セ
ン
タ
ー
（


９
８
・
３
３
１
９
）

森
林
の
寺
子
屋
教
室

a
12
月
10
日
㈰
午
前
９
時
〜
正
午

b
満
濃
池
森
林
公
園
森
林
学
習
展
示
館

d
15
人（
先
着
順
）

e
公
園
の
植
物
で
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー

ス
作
り
と
生
演
奏
会

f
８
０
０
円

申
込
期
間
＝
12
月
４
日
㈪
〜
７
日
㈭

h
同
公
園
管
理
事
務
所（

５
７
・

６
５
２
０
）

児
童
館
か
ら

●
楽
器
を
作
っ
て
い
っ
し
ょ
に
歌
お
う
！

a
12
月
３
日
㈰
午
前
10
時
半
〜
11
時
半

c
２
〜
６
歳
児
と
保
護
者（
要
申
込
）

f
無
料

●
ク
リ
ス
マ
ス
会

a
12
月
９
日
㈯

　

午
後
１
時
半
〜
２
時
半

b
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
３
階
ホ
ー
ル

c
幼
児
・
小
学
生（
要
申
込
）※

無
料

e
ト
イ
ピ
ア
ノ
演
奏
、
ジ
ャ
グ
リ
ン

グ
な
ど

i
児
童
館
（

２
３
・
１
０
９
１
）

ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀
か
ら

●
古
布
講
座

　
①
干
支
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー（
辰
）

　
②
お
手
玉
ク
ッ
シ
ョ
ン

　
③
カ
ー
ド
入
れ
付
き
ミ
ニ
財
布

a
①
12
月
９
日
㈯
②
12
月
13
日
㈬

　

③
12
月
15
日
㈮
午
前
10
時
〜
正
午

●
木
工
講
座「
干
支
の
置
物（
辰
）」

a
12
月
17
日
㈰
午
前
10
時
〜
正
午

●
牛
乳
パ
ッ
ク
で
作
る
紙
す
き
体
験

a
12
月
17
日
㈰
午
前
10
時
〜
正
午

●
ガ
ラ
ス
工
芸
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
体
験

　
「
キ
ャ
ン
ド
ル
グ
ラ
ス
」

a
12
月
９
日
㈯
・
16
日
㈯

　

 

午
前
10
時
〜
正
午

受
付
開
始
＝
12
月
１
日
㈮
午
前
９
時

半
か
ら

※

受
講
は
、１
人
月
１
回
ま
で
で
す
。

●
ガ
ラ
ス
で
作
る「
赤
ち
ゃ
ん
の
足
型
」

a
12
月
17
日
㈰
・
24
日
㈰（
要
予
約
）

●
エ
コ
丸
工
房
年
末
年
始
休
館

a
12
月
28
日
㈭
〜

　

 

令
和
６
年
１
月
４
日
㈭

i
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

　
（

５
６
・
１
１
４
４
）

民
謡・三
味
線
ク
ラ
ブ
会
員

a
毎
週
第
２・３・４
土
曜
午
後
１

時
半
〜
４
時
半

b
郡
家
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

f
月
２
０
０
０
円

i
新
居
さ
ん（

２
８
・
０
４
０
１
）

丸
亀
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ
会
員

a
毎
週
火
曜
午
後
６
時
半
〜
８
時
半

b
城
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

f
月
額
２
０
０
０
円（
体
験
学
習
と

し
て
１
か
月
無
料
）

g
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー

　

 

初
心
者
歓
迎

i
日
浦
さ
ん（

０
９
０
・
８
９
７

９
・
６
５
４
３
）

動
物
愛
護
団
体　
縁-

ｅｎ-

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

a
週
１
〜
２
回
①
午
前
９
時
か
ら

　

 

②
午
後
３
時
か
ら（
１
時
間
以
上
）

b
保
護
犬
・
猫
シ
ェ
ル
タ
ー

　
（
ま
ん
の
う
町
）

c
週
１
〜
２
回
活
動

　

 

で
き
る
人

d
20
人
程
度

e
保
護
犬
・
猫
の
お
世
話
と
掃
除

i
荻
田
さ
ん（

０
８
０
・
３
９
２

５
・
６
８
９
０
）

放
送
大
学
令
和
６
年
度
４
月
生

　
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学

で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

出
願
期
間
＝
（
第
１
回
）
11
月
26
日

㈰
〜
令
和
６
年
２
月
29
日
㈭

 

（
第
２
回
）
令
和
６
年
３

月
１
日
㈮
〜
12
日
㈫ 

※

い
ず
れ
も
必
着

i
放
送
大
学
香
川
学
習
セ
ン
タ
ー

　
（

０
８
７
・
８
３
７
・
９
８
７
７
）

丸
亀
コ
ー
ロ・ア
ニ
ー
ロ
団
員

a
毎
週
金
曜
午
前
９
時
半
〜
11
時
半

b
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
５
階
音
楽
室

e
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
の
女
声
合
唱

g
見
学
・
体
験
で
き
ま
す
。

i
秋
山
さ
ん（

０
９
０
・
４
５
０

９
・
６
０
５
４
）

０
歳
か
ら
の
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク

a
毎
月
木
曜（
月
３
回
）

b
蓮
池
公
園（
健
康
運
動
セ
ン
タ
ー
）

c
０
〜
３
歳（
未
就
園
児
）の
親
子

d
各
８
組（
要
予
約
・
先
着
順
）

f
月
３
回
３
０
０
０
円

g
土
曜・幼
児
ク
ラ
ス
も
あ
り
ま
す
。

i
詳
し
く
は
、メ
ロ
デ
ィ
ー
お
ん
が

く
教
室 

小
倉
さ
ん（

０
９
０
・

６
８
８
５
・
５
９
８
１
）

離
職
者
訓
練（
公
共
職
業
訓
練
）

令
和
５
年
度
２
月
生

①
機
械
・Ｃ
Ａ
Ｄ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科

②
電
気
設
備
エ
ン
ジ
ニ
ア
科

③
シ
ー
ト
メ
タ
ル
加
工
技
術
科（
導
入

講
習
付
若
年
者
コ
ー
ス
）

④
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
科
（
導
入
講
習

付
コ
ー
ス
）

a
①
②
令
和
６
年
２
月
２
日
㈮
〜

７
月
26
日
㈮
③
令
和
６
年
２
月

２
日
㈮
〜
８
月
23
日
㈮
④
令
和

６
年
２
月
２
日
㈮
〜
８
月
27
日

㈫
午
前
９
時
〜
午
後

３
時
10
分

d
①
②
15
人
③
７
人

　

 

④
５
人

f
無
料（
テ
キ
ス
ト
・

　
 

作
業
着
代
は
実
費
）

h

12
月
１
日
㈮
〜
28
日

㈭
に
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

職
業
相
談
窓
口
ま
で

i
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
香
川
訓
練
課

（

０
８
７・
８
６
７・
６
７
１
６
） 

み
ん
な
の
掲
示
板

　“現代の道具を使わず、自然にあるものだけで文明を築くこと”を目的に
アラサーサラリーマン二人組が、週末限定で縄文時代を生き抜いていくサバ
イバルエッセイです。火起こしに成功するまでに 2 か月、土器が出来るまで
には 2 年かかります。縄文生活を経験していく中で、彼らの眠っていた本能
が目覚め、感性が磨かれていく過程がリアルに表現されています。

週末縄文人　縄・文(著)／産業編集センター

『チリンのすず』
やなせ　たかし(作・絵)／フレーベル館

『ボクの故郷は戦場になった－樺太の戦争、そしてウクライナへ』
重延　浩(著)／岩波ジュニア新書

●中央図書館おはなし会
日時：12月9日㈯ 午前10時半から
場所：マルタス2階 キッズスペース

●綾歌図書館マロンベアおはなし会
日時：12月23日㈯ 午前10時半から
場所：綾歌図書館 多目的室

おすすめ本を紹介します

ティーンズ
児　童

一　般
書　　　名

『校閲至極』
『午後のチャイムが鳴るまでは』

毎日新聞校閲センター（著）
阿津川　辰海(著)

毎日新聞出版
実業之日本社

『チーム紫式部！』 楠木　誠一郎(作)/酒井　以(絵) 静山社

著者（編集・監修） 出 版 社

　ある日突然、平凡な日常が終わりを告げ、戦争が始まる。1945 年、南樺
太で生まれ育った著者が 3 歳の時にソ連軍が侵攻を開始しました。札幌に引
き上げるまでの 3 年間で経験した悲惨な戦争体験が、現在のウクライナの姿
に重なります。戦争は多くの悲劇を生み、そこには勝者も敗者もない。平和
の意味を考えるきっかけになる本です。

　“アンパンマン”の作者、やなせたかしさんの没後10年を記念して復刻出版
された絵本です。初版から45年経ちましたが、この本の問いかけるメッセー
ジは色あせることはありません。母を理不尽に亡くしたひつじが、選んだ道の
先に待っていたものは…。この結末以外の選択肢は無かったのか、哀しくも深
いお話です。

図書館HP➡

12月の休館日

※ご紹介している本は、各館で所蔵
状況が異なりますので、詳しくは
職員にお尋ねください。

●中央図書館（ 22-3746）
　11・25・29～31日
●綾歌図書館（ 86-5915）
　4・11・25・29～31日
●飯山図書館（ 98-2666）
　4・18・29～31日

『週末の縄文人』

令和６年２月号の原稿は、12 月20日㈬までに提出してください。

広報まるがめへの掲載依頼はお早めに

絵本の引き換えはお済ですか？
セカンドブック事業

●未来 ISSEY の活動をとおして、当
事者同士のつながりが広がり、「ひと
りじゃない」というメッセージが一人
でも多くの人に届いてほしい。そし
て、病気を抱える子どもやその家族

が身近にいることを多くの人に知ってもらいたいです。改めて、
取材に協力してくださった皆さん、ありがとうございました（もこ）

詳しくはこちら

締め切り後に提出された場合は、紙面のスペースの関係により、
掲載できない場合があります。 広聴広報課  24-8801

中央図書館  22-3746

　来春小学一年生になるお子さんに絵本を一冊プレゼントします。
対象者には 6月に｢絵本ひきかえ券｣を自宅に郵送しています。
●引き換え期日　12月22日㈮まで
●引き換え場所　中央・綾歌・飯山の各図書館（券と引き換えにその場で絵本をお渡しします。） 
　市内の幼稚園・こども園・保育所（券と引き換えに後日お渡しします。）
※園により取り扱いしていない場合がありますので、ご確認ください。
※券の再発行を希望する場合は、中央図書館までご連絡ください。
　（再送を希望の場合、午前10時～午後5時にご連絡ください。）
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　市の観光親善大使として各種キャンペーンやイベントなどに参加し、市のイメージ
アップに貢献していただける意欲あふれる人を募集します。

　12月13日は「正月事始め」と言われ、新しい年を迎える
ための準備を始めます。丸亀城では、新年に皆さんを気持ち
よく迎えるために、天守閣や大手門のすす払いを行います。

●募集人数　若干名　　　●任　　期　令和6年５月３日㈷から１年間（最長２年）
●応募資格　市内に在住または在勤の満18歳以上（高校生不可）で、任期中の各種行事
　　　　　　に参加できる人。令和6年4月5日㈮の二次審査に出席できる人。
●応募方法　応募用紙に必要事項を記入し、３か月以内に撮影した写真（全身・上半身の
　　　　　　２枚）を同封して申込先に郵送。
●応募用紙の設置場所　市観光協会・産業観光課（市役所3階）
　　　　　　　　　　　　　  ※市観光協会ホームページからもダウンロード可
●申 込 先　〒763-0034 大手町2-4-24大手町ビル2F 市観光協会

★１歳から３歳までのお子さんを紹介！
★申し込みは、広聴広報課 2２４-８８０１へ

第13代 観光親善大使を募集します
市観光協会
285-5852

市観光協会
285-5852

市観光協会 222-0331

（R4.2.28生）

すくすく元気に育ってね♪

土 器 町

く
ん植 松 碧 

うえ     まつ     あお

●日　　時　12月13日㈬ 午前10時～11時
●場　　所　丸亀城天守、大手門

丸亀城正月事始め

　丸亀城大手門広場で、あめ湯の接待と新年初のお笑い
ライブを行います。

●日　　時　令和６年１月１日㈷ 午前10時～正午

丸亀城元旦おもてなし

あめ湯接待

●日　　時　同日 午前11時～11時20分

応募期限   令和6年３月８日㈮ 必着

旅行券10万円分特
典

●期　　間　12月15日㈮～令和6年2月4日㈰ 午後5時～10時 
●場　　所　JR 丸亀駅南口広場 ※初日のみ午後5時半から

　冬の風物詩である駅前のイルミネーションを今年も開催します。
ウィンターイルミネーション2023-2024

12月15日㈮
午後5時半から

点灯式

大木亀丸による新年初笑いライブ

※なくなり次第終了。

12
202 3
No.225広報まるがめ

豊かで 暮 ら し や す い ま ち

●COVER　「親子でMIMOCAの日」には、たくさんの家族がアートとふれあいました

特集　病気を抱える子どもと家族、地域を紡ぐ
　　 NPO法人 未来ISSEY 友だち

募集中!LINE
丸亀市公式 防災・災害情報など、

大切なお知らせをいち
早くお届けします。

企画展「須藤玲子：NUNOの布づくり」は12月10日㈰まで




